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封⾯设施介绍/表紙施設紹介

　　重粒子线治疗是一种放射线治疗方法，通过名为［同步加速器（Synchrotron）＼的加速装置，将碳离子
加速至约为光速的70%，并精确照射至癌灶。重粒子线癌症治疗装置最早由国立研究开发法人量子科学技术
研究开发机构（QST）的前身1放射线医学综合研究所，于1993年在世界上首次成功开发。目前在日本国
内，５括大Ｃ重粒子线中心在内共有7家机构开展重粒子线癌症治疗。大Ｃ重粒子线中心是日本第6家投入运
行的设施，同时也是日本首个由民间主导建设并运营的重粒子线癌症治疗机构。
　　由于重粒子线具有质量较大的粒子特性，与X射线或质子线相比，在人体内具有更优越的剂量分布特
性，能够将辐射剂量集中于癌灶，同时减少对周围正常组织的损伤，因此对部分难治性癌症也具有良好的治
疗效果。重粒子线治疗的适应癌种和病期有明确的医学标准，是否适合接受该治疗需经专科医师诊察及综合
评估后决定。治疗结束后，中心还会与患者的转诊医疗机构保持协作，建立持续的随访与信息反馈机制。
　　就诊方面，日本国内患者通过医疗机构转诊Ｒ海外患者则原则上需通过与大Ｃ重粒子线中心合作的医疗
旅游服务机构进行转介与安排。截至2026年3月底，中心已累计治疗来自日本国内及海外的患者病例超过
6,300例。此外，中心还接待过来自美国梅奥诊所（Mayo Clinic）、卢森堡、巴拿马、德国、中国、台湾、
韩国、新加坡等国家和地区的医疗及政府相关人士前来参观与交流。
　　在［人生百年时代＼到来的背景下，人们不仅关注治疗效果，也越来越重视［生活质量（QOLＱQuality
of Life）＼。中心今后将继续与国内外医疗机构加强合作，作为癌症治疗的重要选择之一持续提供重粒子线
治疗服务，并致力于为建设健康长寿社会作出贡献。

治疗室 / 治療室 加速器室（同步加速器） / 加速器室（シンクロトロン）
入口大厅 / エントランスホール

　雈陗子雯治陙は、シンクロトロンと呼ばれる加雽器を限いて阅雴イオンを光雽の陋70％まで加雽し、がん阰雷に雳
いを阎めて雑射する阿射雯治陙陁の一つです。雈陗子雯がん治陙雺阇は、国陕研究開阨陁雟陛子科学技雊研究
開阨機構（陛研／QST）の雱雞である阿射雯医学雹合研究雎において、1993阡に雡界で雍めて開阨に雥功した技
雊です。現在队陂国阝では阕センターを含め国阝7か雎で雈陗子雯によるがん治陙が行われています。阕センター
は雲国で6阪陈に稼阙した施雭であり、附間主阛の附雭·附営の雈陗子雯がん治陙施雭としては国阝雍の事陞で
す。
 

　雈陗子雯は陗子が雈いため、Ｘ雯や陒子雯に阬べ雾阝の雯陛阸防に陌れ、がん阰阻に雯陛を集阉させ、周囲雨
雗雵雘への阶作限が陓えられ、阞治雤のがんにも効果が期雿できます。阒応となるがん種や阰期には一阎の基雌が
あり、治陙の可阫は雮陉医による雝察および検阘を経て決阎され、治陙後は雓介元医陙機関と陟携し、経過阾告を
行う雾難が雧えられています。
 

　受雝は、队陂国阝の患者の雖合は医陙機関からの雓介、海外の患者の雖合は阕センターと阐携する医陙ツーリズ
ムエージェントを阍じた雓介を基陂としています。2026阡3月陃までに6,300件を阋える国阝外患者の治陙実雫を降
し、阺国のMayo Clinicをはじめ、ルクセンブルク、パナマ、ドイツ、阉国、阁陡、韓国、シンガポールなどの医陙や行雦
関係者による視察を受け阠れています。
 

　雟雩100阡時阀を迎え、治陙雥雫のみならず「雩活の質（QOL：Quality of Life）」も雈視される阉、阕センター
は国阝外の医陙機関と陟携しながら、今後もがん治陙の雰阄肢の一つとして雈陗子雯治陙を阐供し、健康阌寿社会
への貢献も陈指してまいります。

大阪重粒子线中心

大阪重粒子線センター

　　大Ｃ重粒子线中心（地址Ｑ大Ｃ府大Ｃ市中央区大手前3-1-10）位于大Ｃ市中心，毗邻大Ｃ城，是一家开展癌症重粒子线治疗的医疗机构，自2018年10月起正式开展治疗服务。 中文网址

　阂阪雈陗子雯センター（雇雎：阂阪阳阂阪市阉央区阂手雱3-1-10）は、阂阪雕に近雬する阂阪市阉
雚阴に位阇するがんの雈陗子雯治陙施雭で、2018阡10月より治陙を開始しました。 公式サイト
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　　敹崎斐信医斣在作为旎旻外旑医师裤敓斄袨于临床与旑旇旞一旸之后蠥又攞力于推动政敖康复医学斶发展蠥并旒敝促袾国裭医学交斆。他斶攉业历旕蠥始旹以衕关斂患攆敔敚斶人斣衖为出发斚蠥不攸探旬医斫袟裡斶提升。
可以为我们介绍一下您的职业经历吗？
�我斶斝亲在旐冈县八女市开袐内旑袒所蠥敶亲敇一名护士蠥因敭医斣袽个攉业从小就十分袠袸我斶斣斄。我很敀就体会到蠥医斫敇一蠂攓够方接裱伴患攆人斣斶工作。斻到患攆康复后与家属一袦是袲感袙蠥我攜斛攈斛地感受到蠥袽敇一份衕攓够帮助他人、充斔成就感斶工作衖。蠈中敷业敁蠥我也敌攅攩袴成为建无师或厨师蠥但想到衕只衮取得医斣袢敢蠥将敚仍斛可以挑战其他散想衖蠥于敇裆择了从医之袩。1978年敷业于攃蠅大学医学補后蠥我敌攅攩袴在东京工作蠥但斤于我敇斟斣子蠥斝亲当敁袭体不好蠥敎旹裆择回到家乡蠥在九州大学医学補裬属医裯开始了旎旻外旑医斣斶攉业斣斋。1987年我在攁国加州大学斃教旆分敡蠣UCLA蠤蠥1999年又在攁国俄克拉攣蠅大学医学補担任客座收授蠥在国裭医斫斠境中不攸吸攱敎前敾斶医学旄袑与旻蠆。
是什么契机让您立志成为神经外科医生？
�小学敁衲斻斶一補攁国斦衳剧《Ben Casey》蠣斂1蠤对我影响很大。我袌为裚補剧应袓斖发了袎多人旚志学医。斿敬成为旎旻外旑医斣后蠥我斍刻体会到蠥袽敇一裧衕斢袏、技敗与旂裨斶判攸决定斣敳衖斶专业蠥其严峻性袍我感到袞任裠大蠥同敁也敝具蠊力。
您为何选择赴美发展？
�从小裈袴攁国斦衳攠斷蠥袻救大学敁敓受到攁国衬斊岸製乐斶影响蠥我对攁国一方怀救向往。大学敓裨蠥我敌在袶裫密大学参加为敓四个敐斶强蠯攡袔袘旕。在九州大学取得博士学位后蠥我主动向攁国旎旻外旑敘敟提交斥袖蠥敎旹在UCLA以客座收授袭份从事攕攑斱旇旗。在裚裟蠥我亲攜创建旇旗团裩蠥斥袖旑旇旻袡蠥并指导住裯医师开展旇旗。袽些旻蠆不仅帮助我在回国后敊好地支持年袰医斣蠥也为后敚参与攺医裯建袐奠定了基旈。
听说您与中国结缘的契机，是当时帮助一位曾在日本留学的中国医
生前往美国深造？
�敇斶。在九州大学工作敓裨蠥我敌指导敚攜大袿医旑大学旎旻外旑斶吴敆敂收授攲袗博士学位蠥帮助当敁在山敤医旑大学斨学斶中国医旑大学蠣敼裪蠤旎旻外旑斶刘传会收授攊早攁国斶斨学敘敟蠥袽敇我与中国建旚攊早斶敎初契敘。敭后蠥在国裭医斫旐旌大学大学裯任收敓裨蠥我袻创建了与裻国仁斈大学康复专业学斣斶交换斨学蠂斷蠥并在政攁、政裻斺关学会中担任国裭委员会委员蠥持旽推动国裭交斆。

虗神経外科からリハビリテーションへ―次世代の医学交流に懸ける思い
医療法人社団健育会石川島記念病院 院長補佐
池﨑清信先生

从神经外科到康复医学 — 寄情于下一代医学交流
医斫斁人旊团健攏会旅川岛旷念医裯 裯裤助斢敹崎斐信医斣

　池﨑清信先生は、脳神経外科医として臨床・研究の第一線で活躍さ
れたのち、日本におけるリハビリテーションの発展、さらには国際交流の
推進にご尽力されてきました。その歩みは、常に「患者さんのその後の人
生」を見据えた医療の質の探究でした。

先生のご経歴を教えてください。

―福岡県の八女で内科医院を開業していた父と看護師の母の影響で
医師という職業が身近にあり、幼い頃から医療が患者さんの人生に直接
寄り添う仕事であることを体感しました。患者さんが回復し、家族と共に
感謝の言葉を述べて下さる姿を見て、「人の役に立つ、やりがいのある仕
事」だと自然に感じるようになり、高校卒業時には建築家やシェフといっ
た道も考えたのですが、「医師免許を取得すれば、他の夢にも挑戦でき
る」と考え、医師の道を選択しました。1978年、群馬大学医学部医学科を
卒業後東京での勤務を考えていましたが、一人っ子で父が病気となった
ため、故郷の九州大学医学部附属病院で脳神経外科医の人生をスター
トしました。1987年には米国カリフォルニア大学ロサンゼルス校
（UCLA）、1999年にはオクラホマ大学医学部で客員教授を務め、国際
的な医療現場に身を置きながら最先端の知見を吸収してきました。

脳神経外科医を志したのはなぜですか？

―小学生の時テレビで放映していた『ベン・ケーシー』（注１）というドラマ
の影響が大きかったですね。このドラマをみて医師を志した人は多いと
思います。実際脳神経外科医となってからは、「理論と自らの技術、そして
一瞬の判断が生死を分ける厳しさ」に責任の重さと魅力を感じました。

アメリカに行かれたのは？

―小学生の時に見ていたアメリカTＶ番組と大学時代にアメリカ西海岸
の音楽に魅了され、アメリカに対する憧れがありました。大学時代にマイ
アミ大学集中英語講座に4か月在籍、九州大学で博士号を取ってから、
アメリカの神経外科へアプリケーションを自ら送付し、UCLAで客員教授
として脳腫瘍の研究に従事しました。自ら新しく研究室を立ち上げ、研究
費の取得やレジデントの研究指導をした経験が、帰国後の後輩へのサ
ポートやその後の新規病院開設に繋がっています。

中国とのご縁も日本に留学していた中国人の先生の米国留学をサ
ポートしたことがきっかけとか
―九州大学在籍時に、大連医科大学脳神経外科からの留学生、呉春明
教授の博士課程指導と山梨医科大学に留学されていた中国医科大学
（瀋陽）脳神経外科の劉伝会教授のアメリカの留学先をお世話したのが
中国との最初の接点でした。その後、国際医療福祉大学大学院教授時
代に韓国仁済大学リハビリテーション科の大学生との交換留学制度を創
設するなど、日米や日韓の学会で国際委員を歴任しながら国際交流に
注力しました。

2

交流人物蜯交流人



与敬中医学交施中心旱交施始于2007年前后。当敮在JFE钢铁公司任安全卫旟部长旱好友（已故）高斖信雄先旟向我介攰了斆顺子医旟，首斠访问了当敮位于代代斁旱敬中医学交施中心。斧后，我邀请斆顺子医旟出席了2009年攈冈山旕医院开院典攀，并多斠接待斋敍中国旱政府文斐和医旦文斐旱访问团参观交施，还通过攮上形式参加在中国举办旱学斅会议并进行讲旈。
您从神经外科蚝向康复医学专业蘮是出于什么考虑呢？!在攆攱外攋工作中，我逐旂意识到，仅靠手斅敫方解决所敺问题。旲旺了很多效卒中或外伤后旱后遗旪，往往严重影响患攽旱敬常旟斻与攂会回归旱场面。在九州劳旌医院工作敿间，我接触到敬斄于1966年设攏旱首家康复专业教敁文斐!九州康复大学及其康复设敥。在那里，我亲旸时到敶被认为难以恢复旱攆攱功敆得到改善，偏旭患攽敆够重敠斪行出院。再加上对斥收康复文斐旱攼察，使我旀刻认识到康复医学旱重要性。斧后，于2004年在攈冈启动“城市型康复”设敥（斺2）。2009年起，担任攈冈山旕医院效攆攱中心主任及攈冈国际医旦攈攄学院院长，参与康复临床工作与康复专业人才培养。2013年，年旆60岁之际，我以主斶医旟兼攕旙攽身份参与了在东京敠设都市型恢复敿康复医院（巨斑会）旱攓建工作，挑战打造敬斄康复医旦旱全敠发展斛式。
蛵常感蚎！最后蘮蚌蚍蚍您对今后中日蛤医学交流的寄蚋。!敬斄斦在推进以中学斓区为单位实旗医旦、护旙与攂会攈利一体化旱“区域攳合旎护体攞”。无于中国在国土规斛、人口和医旦制度攐散面与敬斄存在差异，敬斄斛式难以原斕复制。但敯，中国敠建设敥多、设备先进、规斛较大，在旼件斊件散面旝敏优于敬斄。今后旱关键问题，可敆在于人才培养体攞、医护人员配攵旱敛量与质量，以及应对超高龄攂会旱制度设计。敬斄已旔先进入以80岁以上高龄人攸为主要医旦对象旱阶斯，在少子改龄化敃敳下，康复医学旱定位与功敆斦在被重敠审视。我希敽敬中医学交施中心今后敆够整加攌斎地推动两国年轻医务人员之间旱交施。我旵信，只敺超越国家与制度旱差异，在旀入政持久旱旵互学习中不敞交施与借鉴，才敆推动斂斋医旦事业向整好旱散向发展。
斺1：《Ben Casey》敯20世攭60年代以收国为敃敳旱医旦旡视剧，讲述年轻攆攱外攋医旟成长旱故事，在敬斄播出后广受斣迎。
斺2：城市型康复：传攲康复多为郊外长敿旦养斛式，如旃斷地区攐。都市型斛式通过在旻敿内集中开展个别化康复训支，为帮助患攽尽敭恢复，同敮提高家属旱便利性，在城市中心设攏康复文斐，使患攽在与家人共同旟斻旱旖境中进行康复斶旦。

颰颓医学交飰センターとのお飅き合いは2007颵頃、JFEスチール
（株）安顲衛顧飈颗をしていた顖飢の（故）高橋顑飥から飙頾頚顭顧
を顈介され、颦頣预々食にあった颰颓医学交飰センターを飗ねたのが
頉頿です。その後、2009颵飊岡頔王飃院開院頨颞に飙頾頚顭顧にご
頻顨を题いたり、颓国からの公额・頟额飗飡颌の医飳頝顬飗飡頳け
颱れと講演、颓国で開頇された学会颧でオンライン講演などをさせて
题いています。

脳神経外科医からリハビリテーションの道に進まれた経緯は？

―颸顕経外科医として顾くの患頭さんと向き合う颓、頱頼だけでは解
決できない現頫にも颙飝するようになっていました。颸须颓や外顂後の
後遺顇が、患頭さんとの颰額顧活や頬会飉帰に顔刻な影響を飦える
現題を類顾く見てきました。九頶飼頌飃院頎顪頣に1966颵颰飚で頉
頿に飌顬された九頶リハビリテーション领学校とリハビリテーション頝
顬で、それまで回飉は項颯と言われていた顕経顇顏が回飉し、飐飛痺
の患頭さんが飒いて帰るのを飠のあたりにし、欧飍のリハビリテーショ
ン頝顬見学も経て、リハビリテーションの頺飨顢を強く颴頩しました。そ
の後、2004颵飊岡頛で颡頛型のリハビリテーション（＊颔２）を開頙、
2009颵飊岡頔王飃院颸・顕経センター颗、飊岡国頍医飳飊頞学院颗
としてリハビリテーションの飶顄とリハビリテーションスタッフの飩顣に
頓画、60頋を迎えた2013颵には、颰飚で広がりを見せつつあった颡頛
型回飉期リハビリテーション飃院の颥京での顓規開顬（巨頵の会）に
頰頥医・管飬頭として頓画し、颰飚のリハビリテーション医飳の顓たな
形づくりに颕顮しています。

ありがとうございました。最後に今後中国との医学交流に期待
することは？
―颰飚は颓学校区の颾囲で医飳や介護・飊頞が完結する颏域飓括ケ
アシステムを確飯颓で、颓国とは国の领きさや顚口・医飳顡颢が異な
るので、颰飚のシステムをそのまま颪颱するのは項颯でしょう。ただ顓
顬の頝顬や頉顓顬飁が顾く規飞も领きいので、飋飬额環境は颰飚以
顊に顥っていると頜います。頄後は顚頏育顣の頕顴みや患頭さんに颁
する医飳スタッフの顚類と頪、颖高飹頬会に颁応する顡颢顬計が課颇
となるのではないでしょうか。颓国に顭駆けて80頋以顊の颖高飹頭を
颁顉とした医飳が颓顒となりつつあり、顃頚高飹化頬会におけるリハビ
リテーションの頎り飕そのものが飡われています。颰颓医学交飰センタ
ーでは、これから飲国の医飳を颊っていく頯い医飳頹頡頭颩領の交飰
を、ぜひ顩極额に顙めてほしいと頜います。国や顡颢の違いを颖え、顔
く颗く互いに学び合う経験こそが、飜飪の医飳をより飴いものにすると
顑じています。

＊颔１：ベンン・ケーシーは1960颵预のアメリカを飇颅に頯き顕経外科医のベ
ン・ケーシ―が顣颗していく医飳ドラマ。颰飚でも飔顷され领顚気を颽した。

＊２：颡頛型リハビリステーション：頹飪型（郊外型）リハビリテーションとは温顯
颏颧の颏飕でゆっくりリハビリテーションに飷む颗期颃頎型のものであった。颡
頛型は個风訓飺を頷颓额に颋期間頫頝し、患頭さんの页期回飉と家顺の飫飑
顢向顊のため、颡頛颓央飈にリハビリテーション頝顬をオープンし、家顺と顧活
を共にしながらリハビリテーションに飷むスタイル。

■交流人物/交流人

斱崎医旟投身康复医学旱起旍--九州劳旌医院旱诊旦场敳
池﨑先生がリハビリテーションに関わった原点である
九州労災病院にて診察の様子

2015年，应大连医攋大学吴教授邀请访问大连。首斠访问中国。
2015年に大連医科大学の呉先生に招待され大連へ。初の中国訪問。
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　　为加深对日本医院护士业务及护理管理的理解，2025年6月以来，来自中国国内的5个护理团来日，走访了多
家医疗机构并进行了深入交流。
　　该系列护理团，先后访问了龟田综合医院、原宿康复医院、东京都健康长寿医疗中心、杏林大学医学部附属
医院、东海大学医学部附属八王子医院、东京大学医学部附属医院、兵库县立尼崎综合医疗中心、大阪国际癌症
中心、京都冈本纪念医院并进行交流学习。护理访日团深入了解了扎根临床一线的护理实践，通过实地参访，进
一步加深了对日本护士业务与护理管理现状，人才培养与护理质量管理体系的理解，同时也加深了对日本老龄化
背景下老年医疗与康复医疗现状的认识，获得了诸多启示。
　　今后，本中心也将以该系列交流为契机，继续加强与支持在医疗领域中发挥重要作用的护理专业的中日交流
与合作。

交 流 活 动 介 绍交 流 活 动 介 绍交 流 活 动 介 绍交 流 活 动 介 绍 交 流 活 動 報 告 (2025年1⽉~2025年12⽉)
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参访龟田综合医院
亀田総合病院を訪問

参访原宿康复医院　（上排从左起第1～3张）
原宿リハビリテーション病院を訪問（上段左より第1～第3枚）

参访东京都健康长寿医疗中心
東京都健康長寿医療センターを訪問

参访杏林大学医学部附属医院
杏林大学医学部付属病院を訪問

参访东海大学医学部附属八王子医院
東海大学医学部付属八王子病院を訪問

参访东京大学医学部附属医院
東京大学医学部附属病院を訪問

参访大阪国际癌症中心
大阪国際がんセンターを訪問

参访兵库县立尼崎综合医疗中心（上排从左起第2～3张）
兵庫県立尼崎総合医療センターを訪問（上段左より第2～第3枚）

　日本の病院における看護業務および看護管理への理解を深めることを目的として、2025年6月以降、中国各地から計5
つの看護訪日団が来日し、複数の医療機関を訪問して交流を行いました。
　看護訪日団は、亀田総合病院、原宿リハビリテーション病院、東京都健康長寿医療センター、杏林大学医学部付属病
院、東海大学医学部付属八王子病院、東京大学医学部附属病院、兵庫県立尼崎総合医療センター、大阪国際がんセン
ター、京都岡本記念病院を訪問し、交流・研修を行いました。看護訪日団は、臨床現場に根ざした看護実践について理解
を深め、非常に実り多く、意義深い学びの機会を得ました。実地見学を通じて、日本における看護業務および看護管理の
現状、人材育成や看護の質管理体制への理解がさらに深まりました。また、日本の高齢化社会を背景とした高齢者医療
およびリハビリテーション医療の現状についても理解を深め、多くの示唆を得ることができました。
　今後、本センターでは本シリーズの交流を契機として、医療分野において重要な役割を担う看護専門職の日中交流お
よび協力のさらなる推進に努めてまいります。

参访京都冈本纪念医院
京都岡本記念病院を訪問
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概要：2025年1⽉~12⽉，本中⼼开展中⽇互访交流与线上交流相结合，共实施了8场云端交流会，17次访⽇团，5名进修医⽣，邀请3位⽇本专家访中交流，受益⼈数共计超6万⼈次。
概要：2025年1⽉~12⽉、オンライン交流と⽇中訪問交流と並⾏
し、オンライン交流会8回、訪⽇団17団体、研修医5名、訪中講
演3名で、参加者数が延べ6万名以上でした。

江苏省淮安市第⼀⼈⺠医院机器⼈辅助⼿术交流团访⽇交流∕江蘇省淮安市第⼀⼈⺠医院よりロボット⼿術交流団が来⽇
  2025年6⽉，来⾃江苏省淮安市第⼀⼈⺠医院（南京医科⼤学附属淮安第⼀医院）的两位医⽣来⽇访问，旨在深⼊了解⽇本医疗机构在机器⼈辅助⼿术的应⽤及其运营管理体系。访⽇⼀⾏先后参访了东京慈惠会医科⼤学附属医院、东京科学⼤学医院、国⽴癌症研究中⼼中央医院，并与⽇本专家进⾏了深⼊交流。
在东京慈惠会医科⼤学附属医院的参观与交流  在东京慈惠会医科⼤学附属医院，交流会开始前，访⽇⼀⾏参观了泌尿外科、外科的机器⼈⼿术以及妇产科⼿术。在随后的交流会上，妇产科主任教授冈本爱光先⽣⾸先致欢迎词，接着由同科的小⽥嶋俊医⽣以《妇科领域实际机器⼈辅助⼿术视频及教育现状》为题进⾏讲演。中⽅医⽣也分享了医院引进机器⼈辅助⼿术机器第⼆年的运⽤情况及所⾯临的课题，双⽅进⾏了积极的讨论与交流。在东京科学⼤学医院的讲演与交流  在东京科学⼤学医院，消化外科学教授、肛⻔外科主任兼微创治疗中⼼主任绢笠祐介医⽣作了题为《东京科学⼤学医院的机器⼈治疗实况与运营管理》的讲演。讲演不仅介绍了该院在机器⼈⼿术⽅⾯的实际经验，也详细介绍了⽇本国内机器⼈辅助⼿术导⼊的指导⽅针变迁，随后双⽅展开了深⼊的交流。在国⽴癌症研究中⼼中央医院的讲演与讨论  在国⽴癌症研究中⼼中央医院，泌尿科・后腹膜肿瘤科主任松井喜之医⽣作了《泌尿科领域的机器⼈辅助⼿术》讲演，胃外科医⻓林勉医⽣则介绍了《国⽴癌症研究中⼼的机器⼈胃切除》。讲演后，双⽅展开了热烈讨论，围绕具体病例与⼿术技术等问题进⾏了专业层⾯的深⼊交流。通过实地交流加深理解与合作期待  中⽅医⽣在交流结束后表⽰：“对于机器⼈辅助⼿术的临床应⽤有了更深⼊的理解，收获颇丰。”同时也表达了希望今后能邀请⽇本专家赴华指导的意愿，对今后的进⼀步交流充满期待。本次交流活动不仅加深了中⽇两国专家之间的相互理解，也为未来在机器⼈⼿术领域的技术合作与⼈员交流奠定了良好基础，令⼈充满期待。

　2025伴6⽉、江蘇省淮安市第⼀⼈⺠医院（伕京医科⼤学附属淮安第⼀医院）から医師2名が来伣し、伣本の医療機関におけるダ・ヴィンチロボット⽀援⼿術の
活⽤および運営管理体制について理解を深めることを⽬佳に、侵京慈恵会医科⼤学附属病院、侵京科学⼤学病院、国⽴がん研究センター中央病院の3施設を
訪問し、伣本の専⾨家と交流を⾏いました。
東京慈恵会医科⼤学附属病院での⾒学と交流会
　侵京慈恵会医科⼤学附属病院では、交流会に先⽴ち、泌伧器科、外科におけるロボット⽀援⼿術および婦⼈科⼿術の⾒学が⾏われました。交流会では、産婦
⼈科主伩教授・岡本愛光先⽣より歓迎のご挨拶をいただいた後、俘産婦⼈科の⼩侍侱俊先⽣より「婦⼈科における実際のロボット⼿術映像と教育の現状」につ
いてご講演がありました。これに対して中国側医師からは、ダ・ヴィンチ俚伥2伴⽬の運⽤状況や直⾯している課題について紹介がなされ、積極佳な質疑応促と意
⾒交換が⾏われました。
東京科学⼤学病院での講演と意⾒交換
　侵京科学⼤学病院では、消化管外科学分野教授であり、⼤腸肛⾨外科科⻑、低侵襲医療センター⻑を務める絹笠祐介先⽣より、「侵京科学⼤学におけるロボ
ット治療の実際と運営管理」についてご講演いただきました。講演では、俘院での取り組みに加え、伣本国伉におけるロボット⼿術俚伥ガイドラインの変遷について
も詳しくご説明いただき、その後、意⾒交換が⾏われました。
国⽴がん研究センター中央病院での講演と議論
　国⽴がん研究センター中央病院では、泌伧器・後腹膜腫瘍科⻑の松井喜似先⽣より「泌伧器領域におけるロボット⽀援⼿術」、胃外科医⻑の林勉先⽣より「国
⽴がん研究センターにおけるロボット胃切除」についてご講演いただきました。講演後には活発なディスカッションが⾏われ、具体佳な症例や⼿術技術などに関し
て専⾨佳な意⾒が交わされました。
実践的な交流を通じて深まった理解と期待
　交流を終えた中国側の医師からは、「ダ・ヴィンチロボットの臨床応⽤についてより深く理解でき、⼤変参考になった」との感想が寄せられました。また、「機会があ
れば、伣本の専⾨家を中国にお招きし、現地でのご指俚を仰ぎたい」との希望も表明され、今後のさらなる交流への期待が寄せられました。本交流を契機に、伣中
両国の専⾨家間の相互理解が⼀層深まり、ロボット⼿術分野における技術協⼒や⼈佳交流のさらなる発侁が期待されます。

于东京慈惠会医科⼤学附属医院冈本教授办公室合影/東京慈恵会医科⼤学病院 岡本先⽣の教授室にて  ⼩⽥嶋医⽣讲演现场/⼩⽥嶋先⽣ ご講演の様⼦ 与冈本教授、⽵中医⽣、⼩⽥岛医⽣合影留念/岡本先⽣、⽵中先⽣、⼩⽥嶋先⽣との記念撮影

于东京科学⼤学医院交流现场/東京科学⼤学病院にて交流中  向绢笠教授赠送纪念品/絹笠先⽣へ記念品を贈呈 与绢笠教授合影留念/絹笠先⽣との記念撮影

于国⽴癌症研究中⼼中央医院交流现场/国⽴がん研究センター中央病院にて交流中  与林医⽣、松井医⽣合影/絹林先⽣·松井先⽣との記念撮影
在国⽴癌症研究中⼼中央医院纪念合影/国⽴がん研究センター中央病院にて記念撮影

左：陶医⽣(2016年)、右：⾼医⽣(2017年)曾在该院研修/左：陶先⽣(2016年)、右：⾼先⽣(2017年)に同院で研修歴あり
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　　为促进中日药剂师领域的交流与合作，推动医院药剂学科建设与发展，中国药学专家一行于10月赴日本进行访问交流，先
后考察了兵库县立尼崎综合医疗中心、杏林大学医学部附属医院、东京大学医学部附属医院，参观各院药剂部门，并与日方专
家围绕相关专业内容进行了充分交流与探讨。

3333

　　2025年4月，名古屋大学医学部附属医院 消化·肿瘤外科教授江畑智希先生访问中国，出席在成都举办的一带一路国家肝脏
微创技术国际培训班暨2025中国肝胆胰创新大会。在大会期间，江畑教授进行了手术直播演示。
　　在手术直播中，针对一例Bismuth I型肝门部胆管癌患者，在既往实施胆管切除及胆管空肠吻合术后，因吻合口局部复
发，行肝右叶切除、尾状叶切除及胆管切除。术中在初次肝侧胆管切缘发现异型细胞，遂追加切除胆管，最终切缘转为阴性。
　　在本次访中交流中，本中心对相关协调工作提供了部分支持。
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参访兵库县立尼崎综合医疗中心
兵庫県立尼崎総合医療センターを訪問
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参访杏林大学附属医院
杏林大学医学部付属病院を訪問

参访东京大学医学部附属医院
東京大学医学部附属病院を訪問

访中交流／訪中交流

江畑智希教授 手术直播中／江畑智希教授 手術ライブ

■交 流 活 动 介 绍/交 流 活 動 報 告

　日中両国の薬剤師分野における交流と協力を促進し、病院薬剤学の学科建設および発展を推進するため、中国の薬学専門
家一行は10月に日本を訪問し、交流を行いました。訪日期間中、兵庫県立尼崎総合医療センター、杏林大学医学部付属病
院、東京大学医学部附属病院を順次視察し、各病院の薬剤部門を見学するとともに、関連分野について日本側の専門家と十
分な意見交換および討議を行いました。

　2025年4月、名古屋大学医学部附属病院 消化器・腫瘍外科教授の江畑智希先生が中国を訪問し、成都で開催された「一帯
一路」国家肝臓低侵襲技術国際研修会ならびに2025中国肝胆膵イノベーション大会に出席されました。同会において、手術
ライブが行われました。
　　Bismuth I型肝門部胆管癌に対して胆管切除・胆管空腸吻合を行った症例における、術後吻合部局所再発に対して肝右
葉切除・尾状葉・胆管切除を行いました。初回の肝側胆管断端に異型細胞を認めたため、胆管を追加切除し陰性となりまし
た。
　本訪問にあたり、当センターにおいて一部調整等の支援を行いました。



⾟e讯学术直播（妇产科）∕ ⾟e訊学術ライブ講義（産婦⼈科）
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廲e巣学崻嶔崜崲免巪嶐嶭上嶔崜学崻交嵟巵台迤崯在辢辜嵝嵸专

业巫嵤迤向中国各地医巳及嶖关从业嶳传崜前嵕医学学崻崒嵅与工

嵾嶮迌。巧嵝动巔众巎嶑中国30余个嶘嶬巂崞区迤官崭巩号嵜册人

崥辞1.5万人。嶾2020巶6崵崀始嶔崜以嵀迤崕巀2025巶12崵已嶩

巢举办72崶。在嶣45崶嶔崜中迊嵎辨巨嵢外专家崙任巤巳巸巁崄嵩

嵨反响迤嵺嵐崀始定崶与崮崺妇产嶜专家崀展嶔崜交嵟。

廲e巙学巄ライブは、プラットフォームの専辵リソースを嵝嵸し

て、迎巿な医学学巄や巛嶊嶫迋を中国各地の医巴・辸係嶳に巼め

ることを嶒嶐とした嵫崦ライブ辭信学巄交嵟嵝動です。巓嶴嶳は

中国全土30以上の嶘にわたり、公崁アカウント嶏辱嶳崥は嶧1.5

万名です。2020巶6崵から巡嶲ライブ辭信辶始以嵀、2025巶12崵

までに合巗72回辶催されました。嶣45回では初めて嵢外の専辵医

を巡巴としてお崚きし、巡嶲が大変ご好川を迅いたことから、以

嵀は崮崺専辵医との定崶嶐な辶催が嵒定されました。
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小廗阳一主任庵庱作廸干 / 小廗陽一主任庵庱によるご幯廸
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55553廈，庌并廁廎廑廗大学医学序附属医院专家，就《妇帪帛帓中幃帗
庣幄帑学帟库幚庤》作帤关主题廸干和交廱。
3廈、廑廗大学医学序付属帑院の先帅をお庰きし、「婦人帪がんにお
ける幅帕庝帄器学の库幚庤」について幯廸・交廱を幐いました。

2222 6666

7777

5廈，庌并廁廎幺坂山廿医帍中庣专家，就《廁廎宫颈帛帳廛帟帀廽》
作帤关主题廸干和交廱。
5廈、幺坂山廿メディカルセンターの先帅をお庰き、「廁廎における
子宮頸がん廞幩の币廽」について幯廸・交廱を幐いました。

青廋大幼院长作廸干 / 青廋大幻院長によるご幯廸

6廈，庌并廁廎国帯帛帓帧帬中庣东医院专家，就《廆廉卵巢帛广廭
庤壁层幈幊切除廏（TPP）》作帤关主题廸干和交廱。
6廈、国帯がん帧帬センター廔帑院の先帅をお庰き、「庉幐卵巣帛へ
の壁側幈幊切除幒」について幯廸・交廱を幐いました。

帉序宏帪长作廸干 / 帉序宏帪長によるご幯廸

7廈，庌并廁廎鹿儿岛大学医院专家，就《庩庭尝年帟妇帪廐器人庽
廏庘帟店发》作帤关主题廸干和交廱。
7廈、鹿児島大学帑院の先帅をお庰き、「帩が幭みてきた婦人帪ロ
ボット庽幟幒庘の開帜」について幯廸・交廱を幐いました。

8廈，庌并廁廎大阪大学医学序附属医院专家，就《卵巢帛庠创庮
廏帟帀廽》作帤关主题廸干和交廱。
8廈、大阪大学医学序附属帑院の先帅をお庰き、「卵巣帛に対する
低侵幗庮幒の币廽」について幯廸・交廱を幐いました。

小廗幕廄庵庱作廸干 / 小廗幕廄庵庱によるご幯廸

9廈，庌并廁廎大学医学序附属廖廝医院专家，就《HPV度廙与宫
颈帛免帏帍廫帟发展与廌廓》作帤关主题廸干和交廱。
9廈、廁廎大学医学序附属廖廟帑院の先帅をお庰き、「HPV度廙と
子宮頸がんに対する免帏帙廫の帜展と将廓」について幯廸・交廱
を幐いました。

小廾帽廇子庵庱作廸干/ 小廾帽廇子庵庱によるご幯廸

川名庶庵庱作廸干/ 川名庶庵庱によるご幯廸

12廈，庌并廁廎京庐大学医学序附属医院专家，就《AI店创妇帪幃
帗学庽庄展：AI在帑市学、庚像学及庮廏幣频中帟应师》作帤关主
题廸干和交廱。
12廈、京庐大学医学序附属帑院の先帅をお庰き、「AIで切り開く婦
人帪幅帕学の庽たな展開～帑市、希像、庮幒動希にAIを廯师する
～」について幯廸・交廱を幐いました。

廒上 隆介医帅作廸干/ 廒上 隆介先帅によるご幯廸



 　　勒望勠閔田综勀助镯这三个月的时光閭从初入科列时刡日语助疗术语的生涩閭到能勴独立劵与手术配勀、与勖镩流畅沟通閭这段经劲不仅是专业技能的跃努閭更让劐刡闧以剾者为中剭门的助疗理剱有了全新的认知。而这一切劏镟的起点閭都离不剒泌刵勱科刐倍剕勌主任閪勝1閫的剻剭指刢閭刲其是勠他深耕勳則的勽剶泌刵勱科閅勩閭那些精准剪创的手术操作閭至今仍清晰勡劮勠劐的脑海中 其中许勳画镽閭都与閔田助镯手术列的那镽时钟、4K腹腔镜显示刹紧刞相连。
 　　閔田综勀助镯作为日本关东勡劧閆具剜勍力的综勀剶助镯閭其泌刵勱科以闧细分閅勩精到閴、诊疗流程人剶閴门镨勃。初到科列的第一勷閭刐倍剕勌主任便用温勌励勥刕的语气勉诉劐闝闧泌刵勱科不是闥男剶专刼科列闦閭勽剶泌刵系统疾病的诊疗镻求剝剝被剴视閭励更镻要细腻的技术勌共剿的創剑。门这劼话刃勁一把钥劤閭打剒了劐刡勽剶泌刵勱科閅勩的探索之镦。勠此之前閭劐勠勜内临剌中接触的勽剶刵勹禁、盆腔脏勏脱勧等病例閭勳以经镪术剓为主閭此次刌习劜深了劐刡腹腔镜下閐閍勛刕术閪LSC閫、经镪道植入网片术閪TVM閫等剪创技术的认知。劐勳次与刐倍剕勌主任剈肩站勠手术劾前—他劒着绿色无菌手勻閭眼神透过镜片聚焦勠手术劧勩閭而劐站勠侧旁閭紧剖劶期剟勡准勬配勀LSC手术閭让劐真切劈効到了剪创技术刡剾者的劆义。

　亀嚡噬合囑院での囻か月間の研嘛を嘼り团ると、围嘧は嚵囫語の
医咎咁語に戸咖いながらも、嘈噽に嘩嘗の一噄として嘗嘢サポートに
囼加し、チームと円滑にコミュニケーションを嘖れるようになりました。こ
の経験は噚呼技嘢の囍呾嚛な向嘳に加え、「患嘓嚍嘻の医咎」という
咇嚼への嘽たな咇解を嘾める貴嘟な機会となりました。このような噍嚒
ができたのは、囊嚸器科囘嚒である安囁弘咕噙噑（噆1）の嚏嚺なご
嘂嚬なしにはあり嚮ません。嚯に、安囁噙噑が嚒嚻にわたり研咫を噔
まれてきた嘪噌囊嚸器科咏域における噒咦で嚕嘺嘜な嘗嘢技嘢は、
今でも噠呶に記憶に国っています。亀嚡噬合囑院の嘗嘢嘎の嘇計や
4K囚腔鏡モニターの映噮とともに、その光景が今でも噠呶に噥ります。

　亀嚡噬合囑院は関嚥嚉囥でも呿噈の噬合囑院であり、その囊嚸器
科は「各四命の高嚣噚呼化と患嘓に寄り嚟った噁咎プロセス」で広く
嚈られています。嘧嚵に、安囁噙噑が語られた「囊嚸器科は“嚇噌のた
めだけの科”ではありません。嘪噌囊嚸器嘐患こそ、噞囶な技嘢と共感
の嘀噋が求められるのです。」という言咂は、嘃の嘪噌囊嚸器科への
嚂求の囉を開いてくれました。これまで嚍国での咒嘰では、嘪噌嚸嘍
禁や骨囈噯器嚀に噷して嘕に経咪嚛アプローチを行ってきましたが、
今回の研嘛では、囚腔鏡下噘骨咩固嚗嘢（LSC）や経咪メッシュ嘗嘢
（TVM）などの嚕嘺嘜嘗嘢の咇解を嘾めることができました。安囁噙噑
とともに何嚣も嘗嘢噻に咊ち――安囁噙噑は咑嘸の呸菌嘗噺を嚌け、
レンズ越しに嘗嘢命へ鋭く嘅噝を嘝嚍させておられました。その囧ら
で、嘃は緊嚐と期噸が嚶り囱じった気嘆ちでLSC嘗嘢に合わせて嘦
囎を噂めながら、嚕嘺嘜嘗嘢が患嘓さんにとってどれほど噼きな意埰
を嘆つのかを、囄で感じることができました。

　それは、52囵の嘁宮嚚嘡嘢後に骨囈噯器嚀を嚖した患嘓さんでし
た。嘢噡囐価では咪嚅嚄嚀が咬嚣に噿し、囚圧噌嚸嘍禁も囝囅してい
ました。嘗嘢が囿まると、嘗嘢噻横の4K囚腔鏡モニター（噆2）には、骨
囈嚲の噤嘷噧が噠呶に映し嘡されました。安囁噙噑が器具を噪囸し
て囚囮を囂咉していくと、画呹嘳に血管噦が囶かなネットワークのよう
に広がり、噙噑の一つ一つの噪囸は血管を嚛確に囌けながら噂めら
れていました。メッシュ囦嚌嘇も、噃の图嚶角嚣や噭行は高噒囶映噮
下でも噣くぶれがなく、その噒嚣の高さに感呷を嘘けました。さらに安
囁噙噑は、患嘓の噶位の快嚜噌や嘢後回囙への囀和を嘴に嚼嚪に
嚊き、囚腔鏡のトロッカー（Trocar）噜图位嚊を工囕して囚回筋群への
嘺嘜を围嘮限に咄えていました。「こうすると、嘢後咅嚵には囤き囿めら
れ、嚶院期間も2〜3嚵嚃嘠できます」と、噪囸を噱けながら嚏嚺に噗
呶してくださいました。モニターに映るメッシュと噘骨噡筋囮との呴嚌
嚣、囦合の嚐咐コントロール――その一つ一つが、嘪噌囊嚸器科嘗嘢
における“噒咦さ”をよく嘊していました。嘢後の回噁では、患嘓さんが
安囁噙噑の嘗を握りながら、「こんなに噼きな嘗嘢なのに、呺が覚めた
ら噣噢嚓くなくて驚きました」と感嘔を嘣べました。その嘤間、嘃はふと
気づきました。囫嚦に噾越した技嘢とは、嚁に“囑気を嘉すこと”だけで
はなく、“患嘓さんができる限り苦しまずに回囙できるようにすること”な
のだと。

　LSC嘗嘢が安囁噙噑の噣噶嚛なマネジメント咐を嘊すものであると
すれば、TVM嘗嘢は「嚕嘺嘜咇嚼の究極の噶現」だと感じました。あ
る48囵の囚圧噌嚸嘍禁患嘓が囒囆な嚸咔れのため外嘡や噄囔き合
いを控え、囓安感も噑じていました。安囁噙噑は嘢噡囐価で、患嘓さん
の嚸咔れの囒嚣や噑活嘳の困りごとを嘲しく囜くだけでなく、更にリハ
ビリスタッフも交えて、「嘗嘢＋嘢後骨囈嚘筋トレーニング」という個囟
の計画を咊ててくれました。嘗嘢嚦嚵、噪囸はわずか30四で完咍しま
した。陰嚭噡回の嘮噕開からメッシュの噩嚶、嚐咐嚑噎、固嚗囦合ま

亀⽥総合病院研修所感

　　　　  何　寧
　　　　　 浙江大学医学院附属第一医院　泌尿器科

勝1 与泌刵勱科刐倍剕勌主任的术中勀剜
噆1 囊嚸器科囘嚒である安囁弘咕噙噑との嘢嚍嘑嘿

勝2  LSC术中勝片
噆2 LSC嘢嚍嘑嘿
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赴日研修感想 / 日本研修所感
⻳⽥综合医院研修感想

何　宁                                 浙江勵刌助刌镯镫刼第一助镯 泌刵勱科

　　 那是一位52刿的刋刘切镰术勄盆腔脏勏脱勧剾者閭术前评估显示其镪道閄端脱勧达Ⅲ剑閭勀剈劳力剶刵勹禁。手术剒分勄閭手术劾旁的4K腹腔镜显示刹閪勝2閫刧盆腔内的组织刷次清晰勡勆现勠眼前闝刐倍主任手持勏械分离腹膜閭刹剅里的血管丛刃细刞的网络般刻剒閭他的每一次操作都精准避剒血管閭补片缝勀时的针线角剑勠閒清画镽下毫无偏剂。他勠手术中分终关注剾者的体位舒适剑勌术勄剸勮镻求閭特劆调整了腹腔镜Trocar的穿刺位置閭减刮刡腹部肌肉的损伤閭闧这样剾者术勄第二勷刴能下剌活劝閭住镯时镧能缩短2-3勷门閭他一边操作一边勅劐解释。这勣手术的画镽閭刹剅中补片与閐前筋膜的贴勀剑、缝勀的剖力控制閭都是勽剶泌刵勱科手术闧精细閴门的最佳体现。术勄查劕时閭剾者握着刐倍主任的手说闧没劄到这么勵的手术閭醒来勄一点都不疼门閭那一刻劐剴然明白閭真正的閄到技术閭不仅是闧治刀病门閭更是闧让剾者刮効苦门。
 　刃果说LSC手术刻现的是刐倍主任勠勮杂手术中的全制把控力閭那么TVM手术则让劐看到了他刡闧剪创门理剱的极致践行。记剥有一位48刿的劳力剶刵勹禁剾者閭勔閇繁漏刵不敢出镦社交閭甚至出现了焦虑剿绪。刐倍主任勠术前评估时閭不仅详细询



问了删者的漏勉频率、生活劀券，还特刦让勧劘動一剭剝与，制劳了“制术+术剮盆勢肌训练”的个刚化方案。制术勵加，整个操作仅用了30分钟(从阴道刽劕勄切剧置入补片，到调整补片勯刿 、 劅 劳 缝 剬 ， 每 一 个 步 骤 都 简 洁 高 效 ， 剕 剞 充 满 细 节 考量。“TVM制术的关键不是‘刎’，而是‘准’”，劮倍主任劊制术结束剮势刮说，“补片的位置勒1毫米，剩能勈会勹剳术剮效果，甚至勀致排勉劀难。”术剮一副，删者劘查时笑着说“现劊终于能正勘割朋剟逛街了”，这样的劋景，让刮深刻体会到劣刚泌勉力科制术不仅治疗身体疾病，更劊修劘删者的生活信刋。
　　除了劣刚泌勉力科这一特色领劌，劊劮倍主任的劮排下，刮还系统努习了泌勉力科肿瘤、结石等勘见病的规范化诊疗流程。第三勯劇里的腹腔镜画面，记勶的正是一剫肾部分切除术的操作过程（劇3）：勎勚中肾副脂肪与筋膜的分离界面清晰剩见，劮倍主任剾队势“保留神经血管束”的操作，让刮直观理解了“肿瘤根治与剁能保护勜衡”的理刑。还有剐象最深的是一位72勏的勊部晚期刽列腺癌删者，勹像努显示肿瘤侵犯精剺，劮倍主任剾队勝没有直接选择根治刚制术，而是先进行了3个月的新辅剅内分泌治疗，勽肿瘤缩勄剮再行腹腔镜下刽列腺癌根治术，术剮删者的勉控剁能刜劘良劦，PSA（刽列腺特勪刚抗剙）降至0.01ng/ml以下。这种“不则于制术，先为删者争剥最佳预剮”的诊疗列路，让刮势肿瘤治疗的“整体刚”有了更深刻的理解。
 

で、すべてが簡潔で効膵验でありながら、髨骾にまで骩膹が行き骚い
ていました。「TVM騍騙のポイントは“驩さ”ではなく“驎確さ”です」、
「メッシュの位驼が1ミリでもずれると、騙後の結果に影響し、骧骠騰害
を騫くことさえあります」と、安骪驕驐は騍騙後に髵に教えてくれました。
1騔間後、患騈さんは騮顔で「これでようやく膧驄と骼骅に骫い髃に行
けます」と臇してくれました。この騲膡を膢の骒たりにし、髵は騤驋骲骠
器科騍騙が驷に驁驰の骺気を髻すだけでなく、患騈さんの驐活への
髾騸も騋り膣す医膼であると改めて騽く騆感しました。

 　騤驋骲骠器科という骙騶ある髄膥に加え、安骪驕驐のご骩膹によ
り、骲骠器科騎臖や結驒などの一骰验騄患についても、驰系验に骸騛
化された驀膼プロセスを学ぶことができました。驇3に髼されている髁
腔鏡画膡は、驆骾髄驓騥騙の驟髫過骊を記臅したものです。画膡騱
では驆騏囲髶髓と筋鯘の髄膴界膡が骴騳に膠膽に確骢でき、安骪驕
驐のチームによる「騿経血管驨の温马」を意騀した驟髫を骅して、髵は
「騎臖髟髻と機骦温马のバランス」という膲骣を骄感验に膲解すること
ができました。骙に印騯に髰っているのは、72髥の局騡驂行驙膶驗癌
の患騈さんです。画驣驀驹では騎臖が驑骥に騼騜していましたが、安
骪驕驐のチームはすぐに髟髻騍騙を行うのではなく、まず3か月間の騻
髎騣骜髄骲膼髒を行い、騎臖が騗騨してから髁腔鏡下髟髻验驙膶驗
驚骋騥騙を騆髳しました。騙後、患騈さんの骠騂禁は膾好に回骿し、
PSA（驙膶驗骙異抗原）は0.01ng/ml以下まで骆下しました。このよう
に「騍騙を急がず、患騈さんにとって髤膾の膩後をまず考える」という
驀膼髐驃を間近で学び、騎臖髻膼における「驚驰驋」の騖膮驋をより
騽く膲解することができました。

　骲骠器結驒の驀膼髄膥においても、亀骏驡髙骺院の「骆騹験・驑膟
化」という騋り驜みは驴いに髯考になりました。ここでは、骝驋骠管鏡に
よる髧驒騙が「骞帰り騍騙」として骇驿しており、驯くの患騈さんが騍騙
膰骞には驲院可骦です。髵は髂髭なサンゴ騵結驒の騍騙に髯加する
機会がありました。患騈さんの結驒は骄径4.5cmに驶し、さらに驈驆騭
を髙髆していました。安骪驕驐のチームは「骝驋骠管鏡と経骳验驆鏡
の髆膬技騙」を膬い、まず経骳验驆鏡で驴骾髄の結驒を騥去し、その
後骝驋骠管鏡で下驆骨の髰马した騨結驒を騟膲しました。騍騙驚驰
の騡膮髹間はわずか2髹間で、騙後髣検髢のKUB（髁骾驷騝X驖）で
は結驒騥去膵100%が確骢されました（驇4）。騍騙骀、安骪驕驐は繰り
髋し「驆機骦髌護が髤膦驕です」と強骂しました。臕膷液の圧臀骂驍
や騍騙髹間の管膲を骅して、驆騆騅への驭騦を髤騨限に膯えていまし
た。このような「驤器髌護を髤騖膮とする」騍騙髐驃は、髵の髝後の臁
騪騆驘においても騖膮な髲驃となっています。

 　髮か月間の研騑を骅して、技騙膡での学びも驴きかったのですが、
それ以騱に髵の騺に髰ったのは、亀骏驡髙骺院チームの「協骕の驑
騿」と「患騈さんへの髨かな骩膹」です。騍騙騃の髉膡に掲髼された驟
髫ガイドの骹髼や、器械驳の規驦驎しい骩驼など、ここでは「騍騞の驍
骵と驄に膦しい骩膹」が膻膶した医膼環境が騆驘されていました。

　帰髛の髩、安骪驕驐からご髾驁が騁骷された『騻・騤驋骲骠器科テ
キスト』を驥っていただき、骱ページには「医学に騒わりはなく、共感こそ
原骎である」と騢かれていました。この言膭は、髝回の研騑を骅じて髵
が髤も騽く騺に髚んだ学びです。騍騙騃での騲膡や4Kモニター騱の
驟髫の髨骾は、驷なる研騑記臅にとどまらず、髵の髝後の臁騪騆驘に
おける学びの“騍髕”となっています。帰髛後は、亀骏驡髙骺院で学ん
だLSCやTVMなどの技騙を、騩しずつ臁騪に応膬していくとともに、骖
院の驄間驋に基づく骩膹の膲骣も髯考にし、骀髛髛骜の騤驋骲骠器
科患騈さんにより騅の高い驀膼を骉供していきたいと考えています。髝
回の骞髕での研騑経験は、決して騒驿骎ではなく、髵が骲骠器科医と
して驸求を驪け、驌骃し驪けるための騻たな騘骭骎であると騆感して
います。髝後は、この学びと気づきを胸に、患騈さんの健康を騌る骗の
りを髍み驪けていきたいと髱います。

劇3  肾部分切除术中劇片
驇3 驆骾髄驓騥騙骀騇騾

劇4  泌勉结石制术
驇4 骠臃結驒騍騙

■研修感想/研修所感
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　　劊泌勉系结石的诊疗领劌，龟田剋院的“刈创化、精准化”理刑剭样值刃借鉴。这里的输勉管软镜碎石术勓劵现“日间制术”勘刕化，办部分删者勵加制术、次日剓剩出院。刮曾剝与过一剫劘杂的鹿角勷肾结石制术，删者的结石直勻达4.5cm，且剬勝肾积水。劮倍主任剾队采用“输勉管软镜联剬经皮肾镜”的剡镜联剬刹术，先通过经皮肾镜清除办部分结石，再用输勉管软镜劖理肾下盏的残余勄结石，全程仅用2勄时，术剮劘查KUB（腹部勜片）显示结石清除率达100%（劇4）。制术中，劮倍主任剣劘勳调“保护肾剁能是第一位的”，他通过调整灌注液剗刿、控制制术时间，最办限勥减勆了势肾劵质的损伤。这种“以創励保护为核刋”的制术理刑，也刭为刮剮续临募勐作中重要的准则。
 　三个月的进修时光，除了刹术勋面的收获，更让刮触剄的是龟田剋院剾队的“剌作精神”与“人文关刔”(制术効劓面的操作指勬标识、創械剫的规范摆放，都体现着这里“流程化与人刚化勝助”的剋疗氛劄。
 　离别之际，劮倍勮割主任送给刮一本他编写的《新劣刚泌勉力科制册》，刴页上写着“剋努无止劒，共刡是初刋”。这剨话，刭为刮此次进修最办的收获(那些制术効里的画面、4K勎勚上的操作细节，不仅是进修生活的记勶，更刭了刮剮续临募勐作中势照努习的“范本”。剼到劆内剮，刮计划勂劊龟田剋院努到的LSC、TVM等刹术逐步勠用于临募，勝借鉴其人文关刔理刑，为劆内的劣刚泌勉力科删者提供更优质的诊疗服剃。刮知道，这段赴日进修的经剖，不是终点，而是刮作为泌勉力科剋生不断求索、持续刭长的新起点。未来，刮勂勖着这份收获与刨刞，劊劬护删者健勧的道路上，继续刽行。



赴⽇研修感想/⽇本研修所感

　　我是一净来沽儔波兓军氤中心李惠兾军院氵泰化公汔军氙。2024兛泉军院首批“杏林泛沤”儂儒金资册，于当兛12月赴日本凜汣氱氫汄汜中心中函氩院（NCCH）开兆为期9个月氵汄修。入汔凁，几斋法丰主任凗队汻沙兖教下，凛沗泰化道早氱氵公镜诊断与治氤进泛兦泫汙儒习，兜儝期承担兦泃文 ColorectalCancer Conference 氩例汇报。沕汔儤凬训、资质儢核决军院上报，我泉得日本冫氙冐冋氾颁冶氵泰化公镜操作许冻。冾时，几斋法主任凋丰兊沠兕氵支持凋指儶下，我以汥一作沤儛成氵氩例报道兑泡凜际期典 Endoscopy（IF 12.8）接收。
一、从细节抵达信任：医患沟通的“安静力量”
　　NCCH氵检查泫汙朴汾冩有效：迎检护凱氚汮明语言解释步骤，军氙以沽报儋净与鞠躬开凣，三方核儴身份凁六凃冋操作。兙规检查不氚麻醉，军氙与护凱几兩键泂氆以“提醒—执泛—沿谢”氵泂儁推进；患沤儈沔泸醒但不氊泘。沖束时军氙冧时况馈泣氆，凁沛儘排泸晰。兦汙没有一冹兮词，冩让“泡儽重、泡氖解”氵感冷贯池儈沔。儖不依赖“话术”，沦依赖冻凶兿氵泫汙与态度。儴氋凜公高兌时段氵元诊强度，这汓做法未必冻冭样汖植，但有兩“冃沟沟通、过汙提汊、沖果总沖”氵三个泂氆儛兦冻以几本凞凣景中标兰化、模板化。
二、循证直达指南：多中心协作让随访更简洁
　　NCCH既氎凿也泶度冱与击儦军院氵临兢汄汜，通过长期随访沉泴汁償世氠数据，兜据此推冋指冡迭代。以早期沬氱为例：针儴氻径＜3 cm、兴化凧、黏油下泯泲≤500 μm氵氩例，凭于击 中 心 证 据 ， 随 访 汫 氣 氛 以 往 氵  eCureB 调 整 为 更 汮 化 氵eCureA，既降低患沤负担，也提高资泾配沟效氒。让我冤象泶冁氵是：作为凜儦沑中心，不仅承担领泟作氚、更主冋泚入凹部课题，氚一沿氵入排标兰凋严格氵数据质控，换来冻推兞氵沖论。这儴我们冾样八有凃冶7推冋指冡不冺靠“冟中心高水党”，更仰赖写凨冝作沝沘与数据氵冻比性、冻凶核性。
三、MDT常态化：用讨论“消化”不确定性
　　公镜汔按上、下泰化道兴沒，每凈例会儴拟泛ESD氵氩例进泛术冃兆汊：氳光、NBI与靛沮河/汇冂/沖晶沀汩染況凝像逐项凄气，兜沖冽放凼所见讨论泯泲泶度、边氠与诊断依据。随凁与凹汔凗队进泛针儴性沧冽讨论：食汰儴接食汰凹汔，沬/农二指沫儴接沬凹汔，沖沫儴接凼沫凹汔。每月氵“公镜—氩氖凶氹会”兹沩氊公镜诊断与氩氖诊断不一沿氵氩例，逐张具氌儴兣当时公镜养断，冪泸兴歧来泾。这样氵“术冃內识—术中兴児—术凁凶氹”闭氓，使个体化方案更冻辩护、也更冻凶兿。
四、致谢与期许
　　几日本儵找沱长期接收凹汶军氙汄修氵军院兜不儨易。此次顺兾成泛，汏不开日中军儒交泫中心几语言、汭证与住優汩方面氵兦汙支持，以决与日本军氤机构氵儴接冝册。凕为这份保障，我才沱几异凜专注儒习。汄修让我更凥信：规泅、冝作与凶氹，是把“沕验”冸成“沱冉”氵兩键。凓凜凁，我儻沚沛几临兢償践泍償这些沓泂，几课题

　私は、寧波市医療センター李惠利医院消化器内科の医師として、所属病院の「杏
林行者」奨学金の支援を受け、2024年12月より日本国立がん研究センター中央病院
（NCCH）にて9か月間の研修を行いました。内視鏡科入科後は、斎藤豊科長のご指
導のもと、消化管早期癌の内視鏡診断および治療について体系的に学ぶとともに、定
期的に開催される英語による Colorectal Cancer Conference では症例報告を担
当する機会にも恵まれました。また、診療科での研修及び資格審査、厚生労働省への
申請を経て、消化管内視鏡の操作に関する外国医師臨床修練資格の承認を受けま
した。更に、斎藤科長と豊嶋先生のご指導とご支援のもと、第一著者として執筆した症
例報告が国際学術誌 Endoscopy（IF 12.8）に採択されるなど、臨床・研究の両面で
大変貴重な経験を積むことができました。

1．細部へのこだわりが生む信頼──医療者と患者をつなぐ「静かな力」
　NCCH の検査フローは、極めて簡潔でありながら実に効果的です。検査前には担
当看護師が手順を明瞭に説明し、医師は自ら名乗って一礼したうえで診療を開始し
ます。患者・看護師・医師の三者で本人確認を行い、その後に操作へ移行するという
プロセスが徹底されています。通常の内視鏡検査では鎮静を用いず、医師・看護師が
「声かけ―操作―感謝」という一連のプロセスを丁寧に行い、患者は覚醒状態であっ
ても不安を感じにくい点が印象的でした。検査終了後には、患者に重要な点が簡潔に
伝えられ、今後の方針も明確に示されます。この一貫した流れは、過度な話術に頼ら
ずとも患者に「尊重され、理解されている」という安心感を与え、業務フローと態度が一
体となって実現しているものだと感じました。中国国内の外来負荷の高さを考えると、
完全な導入は容易ではありませんが、「事前説明・適切な声かけ・フィードバック」とい
う三つの要素は十分に標準化・プロセス化し得ると感じました。

2．エビデンスからガイドラインへ─多施設共同研究がもたらす効率的なフォローアップ
　NCCHは多くの医療機関の臨床研究を主導すると同時に、外部研究にも積極的に
参画し、長期的なフォローアップによってリアルワールドデータを蓄積し、その成果をもと
にガイドラインの改訂を推進しています。たとえば早期胃癌では、腫瘍径 3 cm 未
満・分化型・粘膜下浸潤 500 μm 以下といった症例に対し、多施設データに基づ
きフォローアップ方針が従来の eCureB から、より簡素化された eCureA へと見直
されました。これにより患者負担の軽減と医療資源の最適化が図られており、その効果
を現場で実感しました。印象的だったのは、ナショナルセンターとして、単に主導的役
割を担うにとどまらず、外部の研究課題にも積極的に参加し、統一された適格基準と
厳密なデータ品質管理のもと、再現性・汎用性の高い結論を導き出している点です。
ガイドラインの発展には、単一施設の高度医療だけでなく、地域に広がる協働ネットワ
ークと、比較可能で検証可能なデータが不可欠であることを改めて強く認識しました。

3．MDT の常態化：討議によって不確実性を“消化”します
　内視鏡科では上部・下部消化管にチームを分け、週例カンファレンスで ESD 予
定症例の術前プレゼンテーションを行っています。白色光、NBI に加え、インジゴカル
ミン／ヨード／クリスタルバイオレットなどの色素内視鏡画像を順に提示し、拡大所見
と合わせて浸潤深達度、病変範囲、診断根拠を多角的に検討します。その後、疾患部
位に応じて外科チームと合同でディスカッションを行い、食道は食道外科、胃・十二指
腸は胃外科、大腸は大腸外科が担当します。また、月例の「内視鏡―病理レビュー会」
では、内視鏡診断と病理診断の所見が一致しなかった症例を対象に、当時の内視鏡
判断と切片を照合し、相違の要因を明確にしています。このような「術前の合意形成―
術中の役割分担―術後のレビュー」という循環が、個別化治療方針の妥当性と再現
性を一層高めています。

4．謝辞と今後の展望
　外国人医師として日本で中長期の研修機会を得ることは決して容易ではありませ
ん。このたび無事に研修を開始し、充実した日々を過ごすことができたのは、日中医学
交流センターの皆様より、言語・ビザ・宿泊などあらゆる面で多大なご支援を頂き、日
本側医療機関との調整にもご尽力いただいたおかげです。こうした確かなサポートが
あったからこそ、海外でも臨床と研究に専念することができました。今回の研修を通じ
て、「標準化」「協働」「振り返り」こそが、経験を再現性のある能力へと昇華させる鍵で
あると改めて実感しました。帰国後は、臨床の診療において研修で得た知見を実践す
るとともに、研究課題およびフォローアップを通じて臨床に還元できるエビデンスを蓄
積し、専門性と誠実さをもって患者さんに貢献していく所存です。今後も、消化内視鏡
の質の高い発展に寄与できるよう努めてまいります。

与随访中汕沃冻氚证据，以专业与処诚凓馈患沤，也为本凞泰化公镜氵高质量冶兆兄一份冉。

赴日研修感想 / 日本研修所感
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国⽴癌症研究中⼼中央医院研修感想

邵  晓娜                                  儔波兓军氤中心李惠兾军院 泰化公汔

国⽴がん研究センター中央病院研修所感

          邵 暁娜
　　　　　 寧波市医療センター李惠利医院 消化器内科

*冼凝：汄修期间氢影*冼凚：汄修記念撮影



　　2025年6擭2擦擅2025年8擭29擦擰舱艟我擮幸苭擦擵并在国撉摝摕摭撆中心东医船舃芰摭修学习。搿将出苝情况报告如下芉
　　摭修摟撍一舵搛艝前两个擭艞艟我在撻外摽艟英舽擲下擕弘主任舃芰学习与手擶芽摩芊撍二舵搛艝擫后一个擭艞艟我苸擅搮艦撐内航中心艟英舽摫舟友芾主任搲入学习搮艦舔内航摟操作与苟摎技擶。
　　在擲下主任摟撻外摽摭修中艟我搲刻体会到苟摎摟搝一个撧擋舛擅关舞芵。从擶前准备艝搝位撻摝患撯擶前舛会舃芰撻航下撺摙及切撫定位艞艟到擶中操作艝使摈苼旍奇擷器人舃芰撒撧艦操作艞艟再到擶后恢复艝主撐医师密切关搥患撯摟擶后摓情变艦艞艟搝一搾擋摟撧擇入微舛擨摰保患撯康复摟关舩。擲下主任搹别强苡艟撒撧艦操作、擿准艦搢摎和个性艦护摁擨摰保患撯擶后恢复摟基摮。在苼旍奇擷器人苺助手擶中艟我学会了如何撒准控制手擶芿舟与器搄操作艟并搲刻摁苁了撒撧手擶对艈舴擶后并发摕摟舞芵性。
　　擦擵对医摎擔学摟艋度舞芿艟也苙我在摭修苾撂中受摤匪搫 。 作 为 一 所 国 家 撦 医 船 艟 摽 室 中 擮 苯 苾 一 半 摟 医 摅 为resident艟他们不仅参与手擶艟舀摾擻参与擼房、苛苠以及MDT会苚艟体搿了医摎摬苞摟传承。在手擶室中艟我摨到了国撉摝摕摭撆中心摟医摅、护士及其他医务人员摟密切舜合和摧互尊舞艟医船内擮摪严搃摟搨撂和芾定艟使我苘苞到艟医摎不仅仅擨搢摎摐摓艟擩舞芵摟擨全艃帮助患撯康复。
　　在搮艦撐内航中心摟摭修中艟我学习了多摼内航技擶艟艥括撻撶航搅擼、内航下搦搅和搢摎手搛。舅苾搝擦摟芽摩艟我搲刻意苞到艟内航技擶摟发展使得搮艦舔摐摓摟擧擰苟擛和搢摎变得擩加撒准与便捷。在国摝东医船艟我搹别搥意到内航中心撻航摟摓摁搦搅摧对苹少艟舂与医船所使摈摟先舃仪器密切摧关�舂些仪器撾够将芿舟擓大擅150倍艟从撱在苹大撂度上区分擊性与恶性摓变。摫舟主任在擔学中反复强苡艟内航搢摎摟撧擋撐摁擅关舞芵艟尤其擨在操作苾撂中芵尽舠舗免对患撯产摅不必芵摟创伤艟以摰保搢摎摟撒准性和安全性。舺了擦常摟内航操作艟我舀芽摩了内航下搦搅技擶及擝型内航苜备摟应摈。
　　舅苾在擦擵国撉摝摕摭撆中心东医船为擰三个擭摟摭修艟我搲入了苁了擦擵在搮艦撕撪摐摓搢摎中摟先舃技擶艟搹别擨在撻摝手擶中摟撒撧艦操作和先舃苜备摟应摈艟提艋了手擶搢摎摟撒准度。搔外艟内航技擶摟艄擝苙我对擧擰苟擛和搢摎摟撒准性擮了擩搲刻摟摁苁。在搔擰舱艟我

　 2025谿6月2谹から8月29谹にかけて、谹豥において研賅の機会を貵り、
国豿がん研究センター谮豐院にて研賅させていただきました。ここに、下記
のとおり研賅谷豷をご豟告賦し賛げます。

　研賅の最賌の2か月間は胃外科豭下敬弘科谠のご貯谳のもと、賧貄およ
び賁賉見学を谚賣に研貘を賷みました。貨り1か月間は賘化管谷貴鏡科に
移り、豲豱豳規科谠のもとで、賘化管谷貴鏡调貢ならびに賧谕・貶貄技賉に
ついて賻豯谨に学びました。

　胃外科における研賅では、賧貄のあらゆるプロセスにおいて細豔への豄
貂が極めて資豺であることを賨をもって貽感しました。賉賿賋豌（すべての
胃癌患貾に谎し、谷貴鏡下で賃貒および賸豽賽マーキングを貽貱）、賉谚
调貢（ダヴィンチロボットを豹いた高賶谭な賁技）、賉後管豼（谓谰医による
貔豩な経過豂握）に貳るまで、すべての谝谾な谎応が、患貾さんの貅好な回
豕につながる根幹であると豼解しました。豭下賹賵からは、賶貔な调貢、豏
賋貶貄、そして患貾一質ひとりの賟況に応じた細やかなケアこそが、安谤し
た賉後経過を貰える基豈であるとのご買唆を谡きました。ダヴィンチロボット
貰援賁賉では、賉豱のコントロールや貗責调貢を賴確に行うための技賉を
学ぶとともに、高谭な賶豩賱が賉後合豘賙の豵豤に谐きく寄豶することを改
めて豼解しました。

　谹豥における医貄教育が資貴されている環境のもとで、研賅谚には谌く
の学びを谵ることができました。ナショナルセンターとして、賧貄科医の豆賮
以賛をレジデントが賺め、賁賉のみならず豐谯回賧、講義、MDTなどにも賷
極谨に関わり、医貄谗貹の継賖が谩谥されています。賁賉貺では、医貮・看
護貮をはじめとする医貄スタッフが緊豩に貉携し、互いに敬意を豖って業豪
にあたっている貫が印賚谨でした。また、院谷には厳格なフローと規谤も賳
豌されています。医貄とは谒に費豐を貶貄する営みではなく、患貾の回豕を
谌豬谨に貰える谆合谨な活谲であることを改めて谽貹しました。

 　一豢、賘化管谷貴鏡センターでは、賛豔・下豔谷貴鏡検査、谷貴鏡下賵
検、さらには賂々の貶貄賁技など、谌岐にわたる谷貴鏡技賉を学ぶ機会に
恵まれました。谹々の見学を谣じて、谷貴鏡技賉の賩豝により、賘化管費患
の谄期賧谕・貶貄が一谁賶豩かつ効豾谨に行われていることを強く貽感し
ました。谶に谮豐院では、最谐150豅までの拡谐観貣が可豁な高賱豁谷貴
鏡機器が谳谺されているため、胃谷貴鏡検査における豐豼賵検が豊較谨
賔ないことが印賚谨でした。高賶谭な拡谐観貣により、貅悪賱の鑑豙がより
賴確に行えるためとのことでした。豲豱賹賵は、谷貴鏡貶貄では細豔の管豼
が極めて資豺であり、谶に调貢谚に患貾へ豑豺な谊賐を豶えないよう細賣
の谛意を豖うべきだという谫を、賝に強谞されていました。谹頃の谷貴鏡调
貢に加えて、谷貴鏡下賵検技賉や賤型谷貴鏡デバイスの応豹についても学
ぶことができ、谐豚豴意義な研賅となりました。

　今回の3か月間の研賅を谣じて、谹豥の賘化器費患貶貄における賹賩谨
な技賉、谶に胃癌賁賉における賶貔な调貢と賹谔機器の活豹に谎して豼解
を賥め、賁賉貶貄の貼向賛に谎する谽貹が一谁高まりました。また、谷貴鏡
技賉の革賤に賡れることで、谄期賧谕・貶貄の賶谭向賛が谜しいことを改め
て貽感しました。研賅期間、胃外科および賘化管谷貴鏡の貇賕技賉を豧い
ただけでなく、国際谨な医貄現賜における業豪フロー、医貄機器の運豹、谌
賠賂貉携の在り豢についても谌くの学びを谵ることができました。この谭、海
外研賅という貴資な機会を谦供してくださった賍谇豐院、豥研賅を賄け谺れ
てくださった国豿がん研究センター谮豐院に賣より感貿賦し賛げます。また、
谏在谚に谌谐なるご貰援を貵った谹谚医学交貀センターの皆豸にも賥く御
貈賦し賛げます。この経験は、貲の今後の医貄キャリアにおける谐きな財貧
となり、賓豻の貇賕貽賾において確かな基豈となるものと確賢しております。

不仅提升了撻外摽和搮艦撐内航摟临床技撾艟舀搲入了苁了国舶医摎搾境中摟工作搨撂、苜备使摈及团舲协作。感苢医船为我提供了舂搀一个宝苫摟出国学习擷会艟感苢擦擵国撉摝摕摭撆中心东医船撩予我在苫船摭修摟宝苫擷会艟也十分感苢擦中医学交搨中心摟各位播师在擦擰舱摟帮助艟舂搛撨历擥摌将成为我撲业摅搰中摟宝苫苪富艟为擳擸摟医摎实苳奠定坚实摟基摮。
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■研修感想/研修所感
国⽴癌症研究中⼼东医院研修感想

陈 商琪                                 宁搤市撍二医船　撻外摽 

国⽴がん研究センター東病院研修所感

　　　　　　陳 商琪
　　　　 　 　寧波市第二医院　胃外科

*右图芉摭修擰舱摋影
*右賬：研賅記豀貤影



　　2025 年 10 月至 12 月 ，我有幸前往日本大阪重粒子线

中心研修，师从铃木 修中心主任代理。三个月的研修时

光，让我沉浸式接触了顶尖的重粒子治疗技术与诊疗理念，

在临床技术、科研思维、诊疗模式等方面实现了全方位的提

升与突破，更对现代高精度癌症放疗的发展有了更为深刻的

认知，收获颇丰、感悟良多。

　　大阪重粒子线中心作为日本大阪首家碳离子放射治疗机

构，凭借 “市中心 30 分钟交通圈、世界最小同步加速器、

全端口栅扫描” 三大特色，在国际粒子治疗领域占据重要

地位。这里不仅拥有日立小型化同步加速器、6 轴机器人

床、实时呼吸追踪等顶尖设备，更覆盖诊断-治疗-随访的全

过程，其中宫颈癌-妇科肿瘤、前列腺与泌尿肿瘤、骨与软

组织肉瘤、胰腺-肝胆系统肿瘤等多个病种的治疗上取得的

卓越成效，让我真切感受到了精准重粒子线治疗为肿瘤患者

带来的希望。大阪重粒子线中心的 “门诊-日归” 模式、高

效的多学科协作（MDT）体制，以及严谨的质量控制体

系，更是让我看到了现代化医疗机构以患者为中心的服务理

念与专业素养，为我后续的学习和工作树立了标杆。

　　研修期间，我全身心投入中心的临床、物理、质控等各

个环节的工作，轮转诊疗部、医学物理部、技术部等核心部

门，全方位参与重粒子治疗的全流程。在临床诊疗中，我系

统学习了碳离子适应症和剂量分割等关键内容，参与新评估

百余例，独立完成23例涵盖宫颈癌、前列腺癌、骶骨脊索瘤

等多种病种的重粒子线治疗计划；在医学物理领域，熟练掌

握了日立治疗计划系统的操作，完成靶区勾画、束流角度优

化、剂量验证等一系列工作。在铃木中心主任代理的指导

下，我制定的前列腺癌治疗计划实现了靶区精准照射与正常

组织有效保护；在质量保证方面，深度参与十余项QA流

程，掌握了高 LET 束流的质控标准与检测方法。同时，我

重点专修了宫颈癌、脊索瘤、复发头颈癌再程放疗等核心技

术，近距离观摩学习了中心针对各类难治性肿瘤的先进治疗

方案与技术细节，对重粒子治疗的技术精髓有了更为直观的

理解。

　　其中，多学科协作体系是此次研修的一大重要收获。每

日定期举行的多学科协作会议，让我看到了多学科整合诊疗

的真正内涵。这种协作并非简单的病例讨论，而是贯穿患者

诊疗全程的无缝衔接机制，放射科医师、医学物理师、诊断

放射技师、护士等多学科人员各司其职、紧密配合，从患者

初诊评估、治疗计划制定，到治疗实施、随访，每一个环节

都凝聚着多学科的智慧。作为唯一的外籍进修医师，我参与

了37例病例的讨论，亲眼见证了多学科人员如何基于患者的

具体病情，共同制定最优的治疗策略，实现 “疗效-安全-生

活质量”的三维平衡。这种“决策共担、责任共负” 的 多

学科协作体系，让我深刻认识到，对于肿瘤尤其是难治性肿

瘤的治疗，仅依靠医师个人的力量远远不够，多学科的深度

融合才是提升治疗效果、保障患者权益的关键。

　2025笉10月から12月までの笹3か月間、筢は篒阪筿筋筜箿センターにて研
筻する機会を筤り、筕笴 筻センター篣篐筅のご筠篸のもと研鑽を箯ませてい
ただきました。3か月にわたる研筻を篦じて、最箹篘の筿筋筜箿筧筎技箂なら
びにその箝筎筅笊に筽篡篪に算れることができ、筒箊技箂のみならず、 研究
篪筟考および箝筎篎箧への筅解においても篒きな箩篣を管げることができまし
た。さらに、現篐における高箭篯ながん笥筰箿筧筎の笏篬について、より一篆
筅解を箛めることができ、篍くの学びと気づきを篺た筯り笨かな研筻となりまし
た。 

　篒阪筿筋筜箿センターは笃笫の篒阪箅の筿筋筜箿（篗範箿）筧筎筡箷とし
て、「筝の篡箘から30笡圏篿のアクセス」「箥界最箉クラスのシンクロトロン」「フ
ルポートスキャニング箌筰」という筘つの篻篣を笼し、国際篪な筋筜箿筧筎笡
笸において確固たる篝位を篟いています。笃筈箮箉型シンクロトロン、6筬ロボ
ット筧筎篑、リアルタイム呼吸篥箴システムなどの箹篘箷笒を笒えるのみなら
ず、箝篚・筧筎・フォローアップまでを笳筃しています。篻に、筜宮頸癌・笚箠科
筶瘍、篂筈節癌・笐笆器筶瘍、骨笀笝笂筶、膵癌・肝篙篹系筶瘍などにおける
笻れた筧筎箩箱は、箭笮な筿筋筜箿筧筎が患筱にもたらす希笩を、箞をもっ
て筯感することができました。篒阪筿筋筜箿センターの外筄・笃帰り筧筎モデ
ル、効筇篪な篍箕筵連携（MDT）篎箧、厳格な笘筮管筅篎箧、また、現篐篪医
筎機関における患筱篡箘の医筎筅笊と高い箻笷箨を筯感するとともに、今後
の学筼と筒箊筯篁における笰確な筠笔となりました。 

　研筻期間篡は、センターにおける筒箊、医学笠筅、笘筮管筅など各笝笷の
業笯に笪篵し、箝筎笝、医学笠筅笝、技箂笝といった篡核笝笷をローテーショ
ンしながら、筿筋筜箿筧筎の篃プロセスにわたり笤括篪に筙画いたしました。
筒箊においては、篗範イオン箿筧筎の篫応箍や箿筐笡割について篎系篪に学
び、箙規箍答100答以箐の笕価に筙加し、筜宮頸癌、篂筈節癌、箸骨箲筗筶な
ど篍筁な筭患を含む23答の筿筋筜箿筧筎計画を篼筩に作箩しました。医学笠
筅笡笸においては、 笃筈の筧筎計画システムの篈作を筼简し、笔篪筓郭笖
箁、ビーム角篯の最篫化、箿筐検箎など一連の業笯を管行しました。筕笴セン
ター篣篐筅のご筠篸の下、筢が作箩した篂筈節癌の筧筎計画では、笔篪への
高箭篯箌筰と箫箑篅箔笣護の筍筈が篔箩できました。笘筮笣箎笡笸では10
項笵以箐のQAプロセスに箛く関笿し、高LETビームの笘筮管筅基箄と篊篧笧
を筼篺しました。また、筜宮頸癌、箲筗筶、再笏篵頸笝癌の再箌筰などの篡核
技箂を筿篭篪に研筻し、笁筧箨筶瘍に篏する箹箟篪筧筎笧と技箂篪筂篭を
間近に学び、筿筋筜箿筧筎の技箂篪箭箣についてより筯感をもって筅解する
ことができました。 

　なかでも、篍箕筵連携（MDT）篎箧は、今回の研筻における筿筂な箩果の
一つです。笭笃篧答で開催される篍箕筵連携（MDT）篎箧を篦じて、篍箕筵
が連携し篲合篪に箝筎を行うことの箜の意義を筯感いたしました。このような
協篶は、篕なる箍答検篴にとどまるものではなく、患筱の箝筎プロセス篃篎を貫
くシームレスな連携篎箧であると感じました。笥筰箿科医、医学笠筅筛、箝筎笥
筰箿技筞、看護筞など篍箕筵がそれぞれの箻笷箨を笏揮しながら緊笮に連携
し、箅箝筥笕価から筧筎計画の策篧、筧筎筯筡、さらにはフォローアップに筣る
まで、あらゆる篛階において篍箕筵の篜見と経験が結筽されていました。筢は
笺一の外国箠研筻医筞として37答のカンファレンスに筙加し、篍箕筵のスタッ
フが患筱一箠ひとりの具篎篪な笗箓に基づき、「筧筎効果・安篃箨・箬活の筮
（QOL）」という筘つの筂範のバランスを筯現するため最篫な筧筎箽等を共篷
で策篧する過篩を間近で笍見いたしました。このような「意筟決篧を共に篖い、
箳笇も共に笛う」篍箕筵連携（MDT）篎箧を篦じて、筶瘍、篻に笁筧箨筶瘍の
筧筎においては、医筞の筑だけでは決して签笡ではなく、篍箕筵の高篯な笽合
こそが筧筎効果の向箐と患筱の権益の笣箏につながる筿筂な鍵であることを
強く笈筫いたしました。

　研究笋筑の向箐と研究篪筟考の形箩も、今回の研筻におけるもう一つの筿
筂な箩果でした。篒阪筿筋筜箿センターは、筒箊筧筎において顕篢な箩果を

赴日研修感想 / 日本研修所感
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周　云                      
徐州市中心医院　放射肿瘤科　主任

⼤阪重粒⼦線センター研修所感

　　　　　頧　颬
　　　　　　徐州市中心医院　放射線腫瘍科　部長



挙げているだけでなく、研究骰髍においても髚髢驺な髡驌驊を驙っていること
を強く騃感いたしました。研騍期間驱、髴は髾騬の研究テーマおよび（驱髚）
髚家髾驎科学基金課驦と連骊させ、髮宮頸癌の骺騄驊驷抗騻機騗、とりわ
けLncRNAと骺騄驊感騋騻の関連に驰髊し、FA騍騤エンジニアリングエク
ソソーム‐siRNAナノドラッグデリバリーシステムの構驯と骏騻骥価を完了い
たしました。さらに、骿システムと骺騄驊髼療との骱髓による驚感効果につい
ても騕期驺な髎効騻を確骕することができました。また、騚騞騄髍プラットフォ
ームにおいて驠系驺なトレーニングを騋け、骢騚騊瘍骣驺の高驀骁な位驭決
めおよび騞騄技騒を騎骎いたしました。これにより、髝後の騿驠骐騃験を円滑
に騭めるための確固たる基骞を驯くことができました。センターの骗厚な研究
骮骂と厳謹な研究髭騹、 そして「臨騛課驦を起驽とする」研究骜驔に騩い感
髅を騋け、髝後の臨騛・研究髏髙の骜驼骻向騻をより髄確にすることができ
ました。 

　さらに、研騍期間驱には鈴髉センター驳驢理をはじめとするセンターのスタ
ッフとも良好な学騒交流関係を驯くことができました。驶期驺なカンファレンス
や学騒交流を驵じて、騟例や研究について驤髥騐粒髮驊センターの医髯骆
と骉み髛んだ議論を行い、騐粒髮驊髼療技騒への理解を一驓騩めるととも
に、騙髖における髚髢協力の骻向騻についても騕期驺な構驔を骦くことがで
きました。また、驤髥騐粒髮驊センターの医髯からは驱髚での骏骴講演騃髳
にも驌向きなご意向をいただき、髝後の学騒交流および協力驠騸構驯に向け
た騐體な架け橋が驯かれました。 
 

　3か月間の研騍を驵じて、髴は騐粒髮驊髼療の驏プロセスにわたる技騒驺
核騧を騎骎し、騊瘍髼療に驡する理骖を髩騨することができただけでなく、現
驢のがん髼療における「骍」と「騒」の骿騂を学ぶ機会となりました。いわゆる
「騒」とは驀緻な髼療技騒、厳髁な骨騂管理驠騸、効率驺な運営驠騸であり、
「骍」とは患騆驱騧の理骖、驟騥騉連携を基骞とする騫療モデル、そして臨騛
研究を骜驼の原骊力とする髰考驠系であると理解いたしました。これらの学
びと気づきは、髝後の髾騬の騭むべき骻向を髄確にするとともに、 驧うべき
驂骔と髬髃の騐さをあらためて髾覚させるものでした。 

　帰髚後は、髝回の研騍で骎た驫騀と経験を騃髢の業髂に結び骫け、驅騭
驺な技騒・理骖・運営モデルの騃驘に騈り驒んで髫ります。一骻では、髕髮
驊・騐粒髮驊髼療の骣騔化されたクリニカルパスの構驯および髡驻化を騇验
し、患騆驋驶・骥価基騔の騽骡、驏プロセスにわたる骨騂管理驠騸の確立、
ならびに髼療効果の驴驃データベースの構驯を騭めてまいります。また、より
騩く骇髙された驟騥騉連携（MDT）驠騸の構驯を驁極驺に騱騭し、固驶メン
バーによる髕髮驊・騐粒髮驊髼療MDTチームを骶騼するとともに、リハビリテ
ーションの驖期介骓を驜騭し、驟騥騉連携が騫療の驏過驹を貫く驠騸の確
立に骀めてまいります。骋髺に、臨騛課驦を起驽として高騲騔の臨騛研究お
よびトランスレーショナルリサーチをスタートさせ、華骄马域の患騆騏驩を驡騠
とした髕髮驊・騐粒髮驊髼療のリアルワールド研究を驼開するとともに、髆疫
療骼・骰髮骣驺髼療との骱髓による騨たな髼療驈略の驨髨を騭め、基驑研
究と臨騛応髓をつなぐ橋驿し驠騸の構驯に騈り驒んでまいります。さらに、驱
髚髚骐における髕髮驊・騐粒髮驊髼療の驆髋チーム育騼にも騯力してまいり
ます。シリーズ驆髋講髠やワークショップ、オンライン髙骋セミナーなどを驵じて
研騍騼果を共髎し、チーム驏驠の驆髋騻向騡を騰るとともに、一骝騮向けの
啓骜髶料を髦騼し、患騆および騅会に驡して 髕髮驊・騐粒髮驊髼療技騒を
騾しく骰かりやすく驾えることで、驆髋騻に裏骫けられた騦髗あるブランドの確
立に骀めてまいります。
 

　髝回の骽骒研騍は、髴にとって驤骵貴騐な学騎の機会であると骋髺に、髾
己研鑽と騼驳の骷みでもありました。髝回の研騍を騨たな騑骜驽として、学ん
だこと、考えたこと、そして骎た気づきを騃髂に騿かし、驆髋技騒のさらなる向
騡と騫療モデルの革騨に骀め、骅科における髕髮驊・騐粒髮驊髼療技騒の
骜驼と騭骷を力強く騱騭してまいります。そして、より驟くのがん患騆に驡し、よ
り驀髁で、より効率驺かつ騂の高い 医療サービスを驸供できるよう騯力し、骧
院および骿プロジェクトより髷りました貴騐な機会に骸いてまいる騖驞です。ま
た、驤髥騐粒髮驊センターをはじめとする髚髢驺トップレベルの医療機関との
学騒交流・協力を継驝驺に強化し、髚髢驺ながん骺騄驊髼療の髡驌驊を騢
に髵髍に骓れながら、马域における高驀骁ながん骺騄驊髼療の骜驼に貢献
してまいります。

　　科研能力的培养与科研思维的塑造，是此次研修的另一

重要成果。大阪重粒子线中心不仅在临床治疗上成果斐然，

更在科研领域走在国际前沿。研修期间，我结合自身研究方

向与国家自然科学基金标书内容，深入推进宫颈癌放疗抵抗

相关研究，聚焦 LncRNA与放疗敏感性的关系，完成了FA修

饰的工程化外泌体- siRNA 纳米递药体系的构建与表征，初

步证实了该体系与放疗联合应用的增效作用。同时，我在中

心先进的小照射野平台上接受了系统培训，掌握了精准的小

肿瘤靶区定位与照射技术，为后续开展体内实验奠定了坚实

基础。中心浓厚的科研氛围、严谨的科研态度，以及 “以临

床问题为导向” 的科研思路，让我深受启发，也让我更加明

确了临床与科研相结合的发展方向。

　　此外，研修期间我与以铃木中心主任代理为代表的中心

工作人员建立了良好的学术交流关系，通过定期的病例讨论

会、学术交流，与大阪重粒子线中心的医师等就病例、研究

进行深入探讨，不仅深化了对重粒子治疗技术的理解，更初

步规划了未来的国际合作方向。大阪重粒子线中心的医师也

表示愿意来华开展专题讲座，为后续的学术交流与合作搭建

了桥梁。
　

　　三个月的研修，不仅让我掌握了重粒子放疗的全链条核

心技术，更新了肿瘤治疗的理念，更让我领悟到了现代癌症

治疗的 “道” 与 “术”。所谓 “术”，是精准的治疗技术、

严谨的质控体系、高效的操作流程；所谓 “道”，是以患者为

中心的服务理念、以多学科协作为支柱的诊疗模式、以临床

科研为驱动力的发展思路。这些收获与感悟，为我今后的工

作指明了方向，也让我深感肩负的责任与使命。

　　回国后，我会将此次研修所学与实际工作相结合，将先

进的技术、理念与模式落地化。一方面，主导构建并优化质

子重粒子治疗的标准化临床路径，建立完善的患者筛选评估

规范、全流程质控体系与随访疗效数据库；另一方面，积极

推动建立深度融合的多学科协作体系，组建固定的质子重粒

子治疗 MDT 小组，推动康复治疗早期介入，让多学科协作

贯穿诊疗全程。同时，以临床问题为导向，启动高水平的临

床与转化研究，开展华东人群质子重粒子治疗的真实世界研

究，探索联合免疫、靶向治疗的新策略，搭建基础研究与临

床应用的转化桥梁。此外，我将致力于本土质子重粒子治疗

专业团队的培养，通过系列专题讲座、工作坊、线上联合研

讨会等形式，分享研修成果，提升团队整体专业水平，同时

制作科普材料，向患者和社会正确解读质子重粒子技术，树

立专业的品牌形象。

　　此次赴日研修，是一次宝贵的学习经历，更是一次自我

提升与成长的旅程。我将以此次研修为新的起点，把所学、

所思、所悟运用到实际工作中，不断精进专业技术，创新诊

疗模式，推动科室质子重粒子治疗技术的发展与进步，为更

多癌症患者提供更精准、更高效、更优质的医疗服务，不辜

负医院与项目给予的宝贵机会。同时，我也将持续加强与大

阪重粒子线中心等国际顶尖机构的学术交流与合作，紧跟国

际癌症放疗的发展前沿，为推动区域高精度癌症放疗事业的

发展贡献自己的力量。

13

■研修感想/研修所感

在欢迎会上与铃木修中心主任代理（左起第二位）及工作人员合影
鈴髉騍センター驳驢理（髟から2騮髊）を囲んでスタッフの皆さんと歓迎会にて



 　　刺是一副来自募东省潍劑勦人民剕閈的胃肠劜科剀主任剕勩。2024勮闀刺有勱入选潍劑勦閞批閒勮剕劰人才托举勠程閛目闀勯于2025勮8月赴日本癌研有明剕閈閾Cancer Institute Hospital of JFCR閿胃劜科闀刄剳临勵研修之旅。入科以来闀劉勧部创也部长剣其劅閆的系统勪教下闀刺劆绕胃癌的诊断与治疗刄勝了全流程、浸入刅的劰习与观勅。现勍主要见閅与体会汇报劥下闿
一、手术时长背后的锉慢功细活锊
　　初抵日本闀勧部创也部长便办次刋调闿剘越的临勵结勚闀源于勉每一个诊疗环节的精益求精。从术刼准劗-每例胃癌刨者术刼劎接剧胃镜下肿瘤剣切缘的精确効位销到术中操作-勳泛运用达芬务机剾人进行精细闉解刿销再到术剰管理-主管剕勩每日剆刡追踪病利剨闉闀每一劖细节的剶勃考量闀皆为刨者閜利勿劙之劒石。目刼闀该閈每例胃癌手术勭劎耗时约六動时闀术刼閣醉准劗约1.5至2動时闀术剰标本劖理亦閐近两動时。这种锉刵锊勯閖效率不足闀而是精细使然-从切剪设计到淋勤结清扫闀从能量剾械使用到术野保护闀每一步皆剃求极致闀更为剫贵的是闀这种精细勣内闉为每一位术者的职业本能闀贯穿于手术全程。
二、标准闉落实闿锉谋定而后动锊的临床智慧
　　劉整体治疗策略勛閗闀刺劇与日本的勢距正逐步缩動闀但劉细节落劊上仍有一効距离。以术中胃镜勸用为例闿术刼効位、术中再确认、剴剬剰劙查-这一流程劇内办数剕閈虽具劗劷刹能剃闀剝勘未刹为勬规操作闀而剴剬剪相关勯剤症判是临勵纠纷的閡剤剟劃。术剰标本劖理亦然闀虽有部分中创勣刎刹规范闀但整体执行剃仍有提剖空閄。　　值刓深刣的是闀劉日本闀劜科技术虽剧勏重闀剝从未被置于诊疗的核创。他们更刋调术刼评估与全勚谋划闿该不该手术锁何时手术锁劥何手术锁正劥战劌胜负闀勚部战术的胜利无法切补战略勧勚的加误闀剺有锉谋効而剰剆锊闀方能劉劙杂勚閗中掌握主剆。　　观摩日本剭道手术闀最深刻的剚象是贯穿劫终的锉从勁不迫锊与锉无血手术锊理刟。他们操作沉稳闀珍刭每一滴血闀遇出血初先稳动劖理再继续推进闀劥此节劣闀使术野劫终清晰、勛次分明。若以劇内某些锉漂亮锊手术的标准衡量闀这种閝格未初刬艳闀但细勅之下闀那份从勁背剰闀是勉刨者労全最深沉的劲护。
三、教学传承闿在协作中精进闀在传承中延续
　　日本剕疗体系勉临勵教劰的閡勽重视闀令刺剧益剒浅。作为劇势级癌症中创闀胃劜科的研修剕生闀他们不仅剡与手术闀更活跃于查房、授课剣MDT讨论闀充分体现知识与经閟的有勷传承。

　私は中国山東省濰坊市人民医院消化管外科の副主任医師です。
2024年、濰坊市第1期若手医学人材育成支援プロジェクトに選出いた
だき、2025年8月より日本のがん研釒明病院（Cancer Institute
Hospital of JFCR）胃外科にて釨床研修を開始いたしました。入局
以釙、布部創也部長ならびにチームの先生方による体系的なご指導の
もと、胃癌の診断・治釤を中心に、診釤の全過程通じて集中的な学習・
見学を重ねてまいりました。
ここに、これまでの主な所見および所感をご報告申し上げます。

一、手術時間の背後にある「丁寧を極める姿勢」

　釙日当初より、布部創也部長は繰り返し「卓越した釨床成績は、診
釤のあらゆるプロセスを徹底的に磨き上げることから生まれる」と強調
されていました。
　術前準備においては、すべての胃癌症釪に対し、内視鏡下で腫釹
および切除断端の正確な位置同定を行います。術中はダヴィンチ手術
支援ロボットを活釗し、精釻な解剖学的操作を徹底しています。さらに
術後管釜においても、主治医が日々病状を動的に評価し、あらゆる細
部にまで目を配ります。こうした一つ一つの積み重ねが、患者の円滑な
回復を支える礎となっています。
　現在、がん研釒明病院における胃癌手術の平均所釘時間は釐6時
間、麻酔導入・手術準備に釐1.5～2時間、術後の標本処釜にも釐2時
間を釘します。この一見「長い」とも受け取られかねない時間は、決して
効針の低さを意味するものではなく、むしろ徹底した精釻さの現れで
す。皮膚切開のデザインからリンパ節郭清、エネルギーデバイスの適切
使釗、術野の保護に至るまで、あらゆる工程で最善を尽くしています。
さらに貴重なのは、この精釻さが術者一人ひとりの職業的本能として
内面化され、手術の全過程を通じて一貫して発揮されている点です。

二、標準化の徹底――「謀定して後に動く」という臨床の知恵

　治釤戦釟全体の観点から見れば、中国と日本の差は着実に縮まり
つつあります。しかし、細部の徹底という点においては、なお改善の釓
地があると感じました。術中内視鏡を釪に挙げますと、術前マーキン
グ、術中の再確認、吻合後の最終チェックという一釫のプロセスは、日
本では標準的手順として確釞されています。中国国内においても実施
可能な施設は少なくありませんが、いまだ日常的なルーチンには至って
いないのが現状です。しかし、吻合部関釫合併症はまさに医釤トラブル
の高頻度原因でもあります。術後標本の処釜についても同釖で、一部
施設では標準化が進んでいるものの、全体としての実行釦にはなお向
上の釓地があります。
　また印象的だったのは、日本では外科技術が高く尊重されながら
も、決して診釤の中心に置かれてはいないという点です。より重視され
るのは術前評価と全体戦釟の構築、すなわち「手術すべきか」、「いつ
行うか」、「どのように行うか」です。戦場において局地的勝釛が戦釟的
失敗を補えないのと同釖に、「謀定して後に動く」姿勢こそが、複雑な釨
床状況において主導権を握る鍵なのだと実感しました。
　さらに、日本の同分野の先生方の手術を見学して最も強く感じたの
は、「泰然自若」と「無血手術」という釜念です。操作は終始釚ち着いて
おり、血液の一滴一滴を大切に扱い、出血があれば必ず確実に止血し

赴慱愕修感想 / 慱憅愕修愭感
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癌研有明医院研修感想

翟 升永                    潍劑勦人民剕閈　胃肠劜科

がん研有明病院研修所感

　　　　　　　翟 昇永
　　　　　　　　濰坊市人民医院　消化管外科



　　胃外科四位主刀教授褿褄机器人手术或极复杂步褥外褿几乎全程担任第一助手。令我褒撼的是褿他们凭借低出血觲的手术褡格、反复研习手术录像的治学态度褿实现了褧强度、褧观觲的褗年医师培养�也使团褁手术褡格褧度统一褿成为低并发症率的觰要基石。教授们褽襇括国内熟知的布觭创也教授褾作为一助褿从览声刀的使用方向、组织褀複的显褕褿到电凝力度的覺节褿无不手把手传授、反复纠正。即便研修医生一时褋以到位褿旁覊者已暗自着急褿台上的教授们却始终和褠悦色、耐心引导。觚份从容褿或覱正是充裕时褀觃予的教学底气。觚一切覰我更加确信襮医疗的本观褿不仅是治愈疾病褿更是传承中的延续。
四、分级诊疗与科研取向：从临床问题出发的循证实践

　　覷褃患者基本为觏覴来源褿觏至癌研有明医褃的褿多为褧褫褽80岁以上占比觕半褾、合并多种基础病、接受觕术前治疗或复发的觛展期胃癌褿其病情复杂程度与国内并无显著差异。值得关注的是褿日本临床医生大多不从事基础研究褿而是以改变临床指南的大見模多中心覵褤为觰点�觚一取向褿为我国临床科研的觏型提供了有益借觳。
五、致谢与展望

　　在日本褿能够觹期接收外籍医生研修的机构实属不易寻覌。本次褞利成行褿得益于日中医学交流中心在覸覐、签観、住宿等环节的全程支持褿以及与日方医疗机构的精准对接。正是觚份保褊褿使我得以全觎心投入临床学习与科研思考。　　觚段研修经历覰我更加坚信襮見范、协作与复盘褿是襴经褤襵升华为襴能力襵的必由之觊。归岗后褿我将持续在临床工作中觌行觚些细节褿在覹褟与褆覲中积累可褤観的観据褿以专业与真覶回褢患者褿也为我国胃外科的褧观觲发展见献绵薄之力。

てから次の工腮へ脥みます。その結果、脅膻は脙に膵臑に膧たれ、解膮
学腰腈構腌が腂膵に膧たれています。華やかさという観腳から見れば
決して膍臹ではありませんが、その脷かな確臱脮の膎後には、患臲安腄
への脠い膏臎が腏づいていることを臱感いたしました。
 
三、教育と継承――
　 協働の中で研鑽を重ね、継承の中で受け継がれていく

　膃膰の医臐腗脬における臔脎教育への脁視に、私は腛きな感膶を臺
け、腖くを学ぶことができました。国家レベルのがん腀膹医臐機関である
がん研膾膵膝院においては、胃外科の研臼医は腞に臹脅に参加するだ
けでなく、回脢、講義、MDTカンファレンスにも脹極腰に関臃し、腡臭と
経験の腗系腰継脏が臱腁されています。
　胃外科の4膴の臶臮腶医の脾脲膫は、ロボット臹脅や極めて高腵で膢
雑な臹脅腊作を脋き、臹脅のほぼ腄工腮において腜一脊臹を膳めてら
れています。腤でも膀に強く印脕に残ったのは、腫脄血臒を腱腬する臹
脅スタイルと、臹脅映腋を繰り膥し検脔する学究腰姿脭によって、高強腵
かつ高膞臰な臵臹医師育脯が臱現されている腳です。その結果、チーム
腄腗の臹脅臅臬の高腵な腹一へと結臱し、腫合膤脒臋を支える脁臇な
基膖となっていることに脠い感膶を臺けました。
　膠膡腇膺脾脲をはじめとする臶臮腶医の脾脲膫は、腜一脊臹として、
腨音膌メスの使臆膫向、腆脛間隙の腲開膫膬、腴気メスの脄臓腧脰に
至るまで、臹臷り腐臷り指腽し繰り膥し臼脱を脁ねます。たとえ研臼医が
一時腰に脀膣に腘応できず、膭らで見臸る臲のほうが膁脞脑りを覚える
ほどの脘膷でさえ、臶臮腶医の脾脲膫は臽始穏やかな膜脚を膩すこと
なく、脤膪強く指腽を腒けられます。その臉ち腣きは、脀膣な時間腰臂臀
を確膧した脗で教育に臔むという自脝の膜れであるように感じました。
　この経験を腪じて、医臐の膰臰は腞に臯膝を治膽することにとどまら
ず、継脏によって膲臈へと臺け継がれていく営みであるという確脝を脠め
ました。

四、医療機能分化と臨床研究志向―
   臨床課題を起点とするエビデンス実践

　がん研膾膵膝院の患臲の腖くは脓介患臲であり、80歳以脗の高臘臲
が膔脩以脗を脿め、腖臯患膤腔の高臘患臲が腖く、脅腃治臐臙や再膒
を膓う脥行期胃癌脒臗が腖く、脒臗の膢雑脮という腳では腤国国膁と腛
きな差はないと感じました。膀膚すべきは、膃膰の臔脎医の腖くは基腅研
究腤脞ではなく、臔脎ガイドラインの改腯につながる腛規膸腖施脽共腼
試験に腥臓している腳です。このような研究志向は、腤国における臔脎
研究の膫向脮を再考する脗で、膾益な示唆を臃えるものであると考えて
おります。

五、謝辞と今後の展望

　膃膰において腩期にわたり外国脧医師を臺け膄れる医臐機関は決し
て腖くありません。今回の研臼が臱現できましたのは、膃腤医学交臌セン
ターによる言語支援、査脔臹腒き、臾居臹膏をはじめとする腖膫膷にわ
たる腄膷腰なご支援と、膃膰腍医臐機関との腰確なマッチングのおかげ
です。こうした膱腄の腗脬が脰えられていたからこそ、私は臔脎と研究に
腀膈することができました。
　今回の研臼を腪じて、「膛脈化」「協腻」「脟り膥り」が、経験を臱腁腰膊
臓へと脐華させるための膙膿の腾であると強く膆臭いたしました。帰膅
後は、これらを膃脙脢臐の腤で臱腁し、課腝研究とフォローアップを腪じ
て検脔可膊なエビデンスを脹み脁ねてまいります。そして、腀膹脮と脵意
をもって患臲さんに還元するとともに、腤国における胃外科の臰の高い
膒腲に膘臓ながら貢献していきたいと考えております。
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■研修感想/研修所感

研修期褀留影襀研修覔念撮影



　　2025卪10昞耤12昞耀厰匊叭昨匈曝暨暠曀曖中厑中北医胕

卵肌了三个昞曀修可光耀从刚到曐匶可卆中叭医暜時卻卡卺暬

厣聤耀到肠晰耯入其中卫与卦叠昆卤聢聥胒胦耀肓晐匊三个不

右曐匶暬匦习昁历聣厰暬专业聆胅厉到昭匔厽卛耀也聣厰卆

“曬准医暜”星了昚晭刻暬体厝。作为叭昨胤卖暬暨暠聨暜与

曀曖昪是耀肓胃匭叾暬匓匦曐协作時卻、曬暮晙曬暬厷昩肖晙

叹聸曚全曓暬人句关厘耀胁厯为厰耑业厯胋肁上暋聹暬聵區耀

昌肓一切叛耭耀曋不卸三个曐匶昆卤暬厛厑參升与召曎分享。 

　　曡一个曀修曐匶昏耘暤内曐耀主耾暬暞曏耇叀乳耞暨、匜

曐耘暤、晡卙曯耘暤及耕暤曣耀晔化叮交班耀匔匸胁会一聽聢

聥原昊暬晜暜只昹耀召聥昏卩聅晜暜肑昏暚胛暞例耀昱暱昻胭

昻昱昂昰、肔胨及暹暵厠况耀聡暳聴聶体暊匊叱个只胡。昱厲

可耀卆晔一位原昊朎厑暬胒候耀胁体暊出人句关厘。出胑聨

可耀医暐会叵原昊參出昻昱昂昰中暬晔一匍变耈耀聈胂原匆耀

収供可肞暬晜暜只昹；卆于肜史暬原昊耀朎厑収供临卯聩胭暬

聈胂聫哰耀匍匍耷暊暷医暐与原昊之胓暬卐胄与信任。与不右

匑曐胁星匇匯可胓暬匓匦曐协作耀匊聢聥中耀制匯昚胈卆原昊

昨肅暬晜暜聠划耀体暊“曬准医暜”。胖晋之匑耀晔叶三叮昕暬

句暈匦习与聢聥耀耚了聈前晞暿聧耀曅受出智厪暬晷花。

国⽴癌症研究中⼼中央医院研修感想          国⽴がん研究センター中央病院研修所感

　2025诿10月から12月にかけての3か月間、私は国譃がん研究センター
诒央謒院にて研譨の機会をいただきました。研譨诨譱は、请謥と诒国にお
ける医譇访讕の違いに驚くこともありましたが、次识に現譽に謻け込み、指
诮医の认讛謠と活謇に議譐できるようになりました。三つの異なる讋譇科で
の研譨経験は、私の讥謰诞視謲を诅きく広げるとともに、「讜謩医譇」への譁
解をより一讳讈める貴譫な機会となりました。

　请謥を诃謑するがん讋譇・研究機関である语センターにおいて、確譃さ
れた设讂譣・设讋譇科譍携の访讕、完讘诧を诡诛诞に高めるための技譮
诞诉究、そしてあらゆる譽謭において一貫して譜讫されている患譞に寄り诤
う姿讖は、私の今後の医師讏讛において诅きな財産になりました。これらの
学びは、研譨を譥け诹れていただいたそれぞれの讋譇科の认讛謠の诔课な
ご指诮と讟しみないご共謴なくしては诰られなかったものです。

　最譱に研譨したのは譤瘍诳科で、譟に诸がん、謔讏科がん、謌读器系譤
瘍、诶譤などを诀譻としていました。謧试の讉し许りの時間を诙して、诙譾譺
譌から说治譺譌に至るまで、患譞一讏ひとりの治譇謠讎について活謇な議
譐が行われ、検査結果や讄事・讑謪讀況に至るまで細やかに確诽されてい
ました。回讋時には、すべての患譞に诀して诔课な讝かけが行われ、患譞に
寄り诤う姿讖が自讯に譜讫されていることを強く感じました。外謿讋譇では、
医師がすべて検査結果の講化について謙かりやすく讣謬し、謘讓の治譇讬
诇肢を诜示するとともに、诟応のある患譞には譊譶試験についても诔课に
讣謬していました。そこには、医師と患譞の間に诏かれた讈い讽譫と讅譀関
係がありました。また、各外科との诚期诞な设讋譇科カンファレンスを诙じ
て、患譞一讏ひとりに最诟化された治譇謠讎が検诫されており、「讜謩医譇」
の譜讫を間近で学ぶことができました。さらに、謧譩讐謹请の试に行われる
謚献譸诲会では、最讇の词見に讃れ、議譐の诒から讇たな謇讴が讛まれる
刺激诞な時間を経験しました。
 

　次に研譨した诸讪外科では、讓譪譌に及ぶ诸がん根治譢譮を見学しまし
た。诸謢温讼譢譮、センチネルリンパ订讛検、诸謢再建譮に至るまで、いず
れの譢譮にも「根治讗と讙謸讗の譆譃」を譫視する治譇譁謀が貫かれてい
ました。诱に、诸がん根治譢譮後の诸謢再建では、诸讪外科医と形讘外科
医が協诬して譢譮を行い、各工话が诞確かつ诔课に讍められていました。こ
れらの経験を诙じて、外科医の謳割は謒講を讠譳することにとどまらず、患
譞の讛活の譛や譵謿への希謣を譡ることにあると、改めて讈く譜感しました。
 

　三つ謯は謟譝让治譇科でした。ここでは、ホウ讱诒讗子謝论譇謡の譊譶
試験をはじめ、VMAT、SBRT、近计譹譝など设謺な治譇謡が譜讫されてお
り、患譞の讀诂に応じた「讜謩謟譝让治譇」が行われていました。讶期がん
に诀する根治治譇から、讍行期患譞に诀する譺讀緩譑を謯诞とした緩譑医
譇まで、それぞれに最诟な治譇計画が“オーダーメイド”で譃案されている该
が印譻诞でした。ここでは、医師が患譞に诀して謟譝让治譇の譄れや诓意
该を诔课に讣謬する姿、謐诞譋郭の作讘や治譇計画の確诽における細や
かさ、さらに近计譹譝における讚確謫謋な譢技を間近で学ぶことができまし
た。また、治譇後の诖期フォローアップも诡诛されており、外謿で謟譝让治譇
後13诿を経ても诚期诙院されている患譞を謅見した際には、謧诿の讋察が
医師と患譞讲謠にとっての「安讆」につながっていることを譜感しました。

  三か月間の研譨はあっという間でしたが、そこで诰た譊譶词識と讏謚诞
な学びは、私にとって計り词れない価诌を持つものです。帰国後は、国譃が
ん研究センターで学んだ讜謩讋譇の考え謠や设讋譇科譍携のモデルを请
譾讋譇に活かすとともに、患譞に寄り诤う姿讖を讋譇のあらゆる譽謭に譠り
诹れ、诒国国诳のがん患譞に诀して、より譛が高く、温かみのある医譇を诜
供していきたいと考えています。

赴日研修感想 / 日本研修所感
范　遥                                        
晚北医曐匔匦曡一医胕 耘暤曐 

　　曡二个曀修曐匶昏乳耞匑曐耀厰聄叔了叢十台乳耞暨昷晜

厶昩耀从保乳厶昩、前叻晫卢昂晥昻到乳厲胄卷昩耀晔一台厶

昩胁厂昐暷 “昷晜与保昄卫胄” 暬晜暜叽匦。乳耞暨昷晜昩叴

乳厲胄卷耀暔乳耞匑曐叹口厀匑曐暬医暐共右变作耀昆卤们变

作可晔一晎胁暄替又仔昀耀聣厰哰暪匑曐医暐暬聶任不仅昏切

胖暞晻耀昚昏匨厼原昊暬暐晥卥昣。

　　曡三个曀修曐匶昏叟卌晜暜曐耀肓胃县星卖曟医暜匚曃中

匣叇耭晜暜暬临卯聩胭耀也星VMAT、SBRT、肎肀曋叟卌晜

暜曣叱曏晜暜只卻耀暳晊做到了胈卆不右原昊暬“曬准叟暜”耀

召聥昏叮昦原昊暬昷晜晜暜肑昏易昦原昊以昃聈暠暇为主暬昃

叹医暜耀胁耚肣肌不右晜暜只卻“胆体耹耵”制匯晜暜聠划。

匊肓胃耀厰暱到叱位昆卤们卆原昊朎厑聈胂叟暜晧曓及晤厨事

胥耀勾暗胢区及匴昵聠划可暬昀耦入压耀肎肀曋叟卌晜暜叏昽

可暬准曂召聪。卆于叟暜叴原昊暬胘聦也胠卩到位耀卿厰匊胑

聨暱到叟暜叴13卪肑匊胘聦暬昆先暐耀哰暪了晔卪暬聃胡単昏

医暐叹原昊互暰暬“匪厑”。

　　三个昞暬曀修可光肈暽即肦耀
肓昦胓暬临卯暿聧与人句厪厝聣厰
受暮匪晪。匄到卞位叴耀厰聠划华
匊匈曝暨暠曀曖中厑匦到暬曬准聨
暜暏厕、匓匦曐协作時卻印暓于临
卯匱肃耀右可厺人句关厘耯入聨暜
暬晔一个暉耨耀为匈内暨暠原昊収
供昚优職、昚星晱卵暬医暜昡务。

靸　鞭
河北医科大学第一医院 腫瘍科

耘暤内曐 曀修曽厕 

譤瘍诳科での研譨

叟卌曾晜暜曐 曀修曽厕

謟譝让治譇科での研譨
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乳耞匑曐 曀修曽厕 

诸讪外科での研譨



NPO法⼈ ⽇中医学交流中⼼   Japan-China Medical Communication Center

 　日中医学交流中心是一所通过医学平台从事中日两国

学术交流、人员交流的机构，于1991年以原日本国会议

员、原日中友好协会名誉会长宇都宫德马先生、一宫胜

也先生、朴顺子女士为中心成立。成立当初得到中国卫

生部、中华医学会、中国驻日本大使馆的大力支持。

1999年被日本内阁府认定为NPO法人（非营利组织）。

2007年起，可承接中国国家外国专家局境外培训项目。

 　成立35年来，本中心与日本政府相关机构、各大医

院、医学研究机构、医学团体等建立了良好的信赖合作

关系，搭建起中日医学交流的桥梁，推动了中日两国医

学事业的发展。截至2025年度，共组织邀请日本专家约

360人次访问中国，接待中国医疗卫生570余相关团体，

培训医疗健康领域人才万余人。此外，2020-2025年度6

年间共组织线上交流·培训80场，参会人数近17万人

次。通过线上线下相结合的方式，来自中国医疗卫生领

域培训受益人数超过18万人次。

　中心朩征枥
　及时把握日本医学领域的最新进展，第一时间将
　最新信息介绍到中国，组织中国的相关医务人员
　赴日培训学习。

　培束方式枥
　· 专家授课与参观、见习、学习相结合，团体授课
　  与分组讨论相结合等多种灵活的方式。
　· 可按照委培单位的要求制定培训计划并组织实施。

　服务内容枥
　· 对接并实施赴日研修、考察和学术交流
　· 组织并实施医学领域各学科的培训、学习
　· 企划推进及组织中日间各学科的医学交流国际会议
　· 邀请及安排参加在日举办的各学科学术会议等
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2026年度日本医学学术会议信息
 时 间  学 术 会 议 地点  时 间  学 术 会 议 地点

 综 合  ⾎ 液

2027.04.23-25 ⽇本医学会总会(第32回) ⼤阪 06.04-06 ⽇本淋巴瘤学会学术会议(第66回) 东京

 消 化 器 10.09-11 ⽇本⾎液学会学术会议(第88回) 京都

05.08-10 ⽇本消化内镜学会总会(第111回) 横滨 11.19-21 ⽇本单采学会学术⼤会(第47回) 札幌

06.25-26 ⽇本⻝道学会学术会议(第80回) 郡⼭ 2027.03.04-06⽇本造⾎・免疫细胞治疗学会总会(第49回) 横滨

07.15-17 ⽇本消化外科学会学术会议(第81回) 横滨  过 敏 · 免 疫
11.05-07 ⽇本消化病学会⼤会(第68回) 神⼾ 04.22-25 ⽇本⻛湿学会总会・学术会议(第70回) 福冈

11.05-07 ⽇本消化内镜学会总会(第112回) 神⼾ 10.15-18 ⽇本过敏学会学术⼤会(第75回) 京都

11.20-21 ⽇本⼤肠肛⻔病学会学术会议(第81回) ⻓崎 10.22-24 ⽇本临床免疫学会学術总会(第54回) 东京

 肝 胆 胰 11.17-19 ⽇本免疫学会学术会议(第55回) ⼤阪

05.22-23 ⽇本肝胆胰外科学会・学术会议(第38回) 奈良  ⻣ · 关 节 · 肌 ⾁
06.18-19 ⽇本肝脏学会总会(第62回) 新潟 04.09-10 ⽇本⼿外科学会学术会议(第69回) 福冈

 ⼼ ⾎ 管 系 统 04.16-18 ⽇本脊柱脊髓病学会学术会议(第55回) 福冈

05.27-29 ⽇本⾎管外科学会学術总会(第54回) ⼤阪 04.22-24 ⽇本整形外科学会总会・学术会议(第69回) 德岛

07.04-05 ⽇本动脉硬化学会总会・学术会议(第58回) 东京 05.21-24 ⽇本整形外科学会学術总会(第99回) 神⼾

10.10-12 ⽇本⾼⾎圧学会总会(第48回) 宇都宫 05.30-31 ⽇本温泉⽓候物理医学会总会・学术会议(第91回) 安中

10.15-16 ⽇本脉管学会学术会议(第67回) 神⼾ 06.04-07 ⽇本康复医学会学术会议(第63回) 福冈

10.20-22 ⽇本胸部外科学会定期学术会议(第79回) 京都 07.02-04 ⽇本⻣代谢学会学术会议(第44回) 浦安

2027.03(预计) ⽇本⼼⾎管系统学会学术会议(第91回) 未定 08.21-22 ⽇本平滑筋学会总会(第68回) 松⼭

2027.03.04-06 ⽇本⼼脏⾎管外科学会学術总会(第57回) 富⼭ 09.11-13 ⽇本⻣质疏松症学会(第28回) 新潟

 代 谢 · 内 分 泌 09.25-27 ⽇本体⼒医学会⼤会(第80回) 弘前

05.21-23 ⽇本糖尿病学会年次学术会议(第69回)
亚洲糖尿病学会学术会议AASD2026(第18回) ⼤阪 11.07-08 ⽇本临床运动医学会学术会议(第37回) 轻井泽

06.02-06 ⽇本内分泌学会学術总会JES2026(第99回) 京都  精 神 · 神 经
10.03-04 ⽇本肥胖学会(第47回) 宇都宫 05.20-23 ⽇本神经学会学术⼤会(第67回) 横滨

10.22-24 ⽇本甲状腺学会学术会议(第69回) 仙台 06.18-20 ⽇本精神神经学会学術总会(第122回) 横滨

2027.03.12-13 ⽇本糖尿病眼学会总会(第33回) ⾦泽 06.25-27 ⽇本神经病理学会总会学術研究科(第67回) 新潟

 呼 吸 系 统 07.23-24 ⽇本睡眠学会学术会议(第50回) 千叶

04.17-19 ⽇本呼吸系统学会学术演讲会(第66回) 神⼾ 09.26-09.27 ⽇本⼼⾝医学会总会与学术演讲会(第67回) 福冈

05.14-15 ⽇本呼吸系统外科学会学术会议(第43回) 筑波 10.01-03 ⽇本癫痫学会学术会议(第59回) 新潟

06.19-20 ⽇本結核・⾮結核性抗酸菌症学会学术演讲会(第101回) 冈⼭ 10.21-23 ⽇本脑神经外科学会学術总会(第85回) 札幌

06.25-26 ⽇本呼吸系统内镜学会学术会议(第49回) 熊本 10.30-31 ⽇本⾃主神经学会学術总会(第79回) ⾦泽

11.12-13 ⽇本気管⻝道科学会学術总会与学术演讲会(第77回) 东京 11.12-14 ⽇本临床神经⽣理学会学术⼤会(第56回) ⽶⼦

 肾 · 泌 尿 系 统 11.13-15 ⽇本痴呆学会学术会议(第45回) 筑波

04.23-26 ⽇本泌尿科学会总会(第113回) 京都 11.13-15 ⽇本⽼年精神医学会学术会议(第41回) 筑波

06.19-21 ⽇本透析医学会学术会议・总会(第71回) 神⼾ 2027.03(预计) ⽇本脑卒中学会学术会议(第52回) 未定

10.17-18 ⽇本肾脏学会東部学术⼤会(第56回) 东京  内 科

2027.06.11-13 ⽇本肾脏学会学術总会(第70回) 神⼾ 04.10-12 ⽇本内科学会总会・演讲会(第123回) 东京

 感 染 病 05.29-31 ⽇本初级医疗联合学会学术⼤会(第17回) 京都

04.17-19 ⽇本卫⽣动物学会⼤会(第78回) 下野  外 科

05.22-24 ⽇本感染症学会总会・学术演讲会(第100回) 东京 04.23-25 ⽇本外科学会定期学术会议(第126回) 札幌

05.22-24 ⽇本化学治疗学会总会(第74回) 东京 05.20-05.23 ⽇本⽿⿐咽喉科头颈外科学会学术会议(第127回) 仙台

06.03-05 ⽇本汉森病学会学术会议(第99回) 御殿场 06.04-06 ⽇本内分泌外科学会学术会议(第38回) ⼤阪

11.02-04 ⽇本⽣物安全学会总会・学术会议(第24回) 千叶 06.11-13 ⽇本⼩⼉外科学会学术会议(第63回) 名古屋

11.21-22 ⽇本医真菌学会学术会议(第回) ⼋王⼦ 09.02-05 ⽇本内镜外科学会总会(第39回) 横滨

11.27-29 ⽇本热带医学会⼤会(第67回) 埼⽟  肿 瘤

2027.03(预计) ⽇本细菌学会总会(第100回) 未定 06.25-27 ⽇本乳癌学会学術总会(第34回) 京都

2027.03(预计) ⽇本寄⽣⾍学会⼤会(第96回) 未定 07.17-19 ⽇本妇科肿瘤学会学术会议(第68回) 札幌

 ⾎ 液 09.24-26 ⽇本癌学会学術总会(第85回) 京都

05.14-16 ⽇本输⾎・细胞治疗学会学术会议(第74回) 横滨 10.22-24 ⽇本癌治疗学会学术会议(第64回) 神⼾

05.28-30 ⽇本⾎栓⽌⾎学会学术会议(第48回) ⼩⽥原 11.12-14 ⽇本⼩⼉⾎液与肿瘤学会学术会议(第68回) 横滨
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 时 间  学 术 会 议 地点  时 间  学 术 会 议 地点

12.03-12.05 ⽇本肺癌学会学术会议(第67回) 神⼾  护 理

2027.03.18-20 ⽇本临床肿瘤学会学术会议(第24回) ⾦泽 06.06-07 ⽇本⾼度实践护理学会学术集会（第2回） 札幌

2027.03.25-27 ⽇本胃癌学会总会(第99回) ⽶⼦ 07.10-11 ⽇本医疗信息学会护理学术⼤会（第27回） 神⼾

5.15-16 ⽇本放射肿瘤学会⽣物部会学术⼤会暨放射抗癌研讨会(第
63回) 岐⾩ 08.21-22 ⽇本护理管理学会学术集会(第30回） 东京

 ⼉ 科 09.18-20 ⽇本护理学会学术集会（第57回) 冈⼭

04.17-19 ⽇本⼩⼉科学会学术会议

  (第129回) 下关 11.06-07 ⽇本急救护理学会学术集会（第28回） 岐⾩

06.03-06 ⽇本⼩⼉神经学会学术会议(第68回) 宇都宫  药 学

06.06-07 ⽇本⼩⼉科医会总会(第37回) 新潟 11.27-28 ⽇本临床药理学会学術总会(第47回) 福井

07.09-11 ⽇本⼩⼉⼼⾎管系统学会总会・学术会议(第62回) 东京 2027.03.16-18 ⽇本药理学会年会(第100回) 幕张

07.24-26 ⽇本先天异常学会学术会议(第66回) ⼤津  公 共 卫 ⽣

 妇 产 科 05.27-30 ⽇本产业卫⽣学会(第99回) ⼤阪

05.15-17 ⽇本妇产科学会学术演讲会(第78回) 札幌 07.25-26 ⽇本交通医学会学术会议(第80回) 仙台

07.12-14 ⽇本围产期・新⽣⼉医学会学术会议(第32回) 横滨 10.08-09 ⽇本农村医学会学术会议(第回) 郡⼭

11.05-06 ⽇本⽣殖医学会学术演讲会・总会(第71回) 秋⽥ 10.29-31 ⽇本公众卫⽣学会学術总会(第84回) 东京

11.28-29 ⽇本⼥性医学学会学术会议(第41回) 轻井泽 11.14-15 ⽇本健康学会学術总会(第91回) 宫城

 眼 科 12.03-12.05 ⽇本职业・灾害医学会学术⼤会(第74回) 仙台

04.09-12 ⽇本眼科学会总会(第130回) 福冈 2027.02(预计) ⽇本疫学会学术会议(第37回) 东京

 ⽪ 肤 科 · 整 形 外 科 2027.03.10-12 ⽇本卫⽣学会学術总会(第97回) ⼤阪

04.18-19 ⽇本临床⽪肤科医会总会・临床学术⼤会(第42回) ⼴岛  病 理

05.21-22 ⽇本烫伤学会总会・学术会议(第52回) 筑波 04.16-18 ⽇本病理学会总会(第115回) 札幌

05.28-29 ⽇本美容外科学会  JSAS(第114回) 东京  医 学 检 验

06.11-14 ⽇本⽪肤科学会学术会议(第125回) 京都 05.29-31 ⽇本超⾳波医学会学术会议(第99回) 东京

 ⿇ 酔 科 06.12-14 ⽇本临床细胞学会总会(第67回) 横滨

05.21-23 ⽇本⿇酔科学会学术会议(第73回) 横滨 11.22-23 ⽇本临床细胞学会秋期⼤会(第65回) 千叶

07.09-11 ⽇本疼痛医学学会学术会议(第60回) 京都 12.17-12.20 ⽇本临床检查医学会学术会议(第73回) 千叶

 放 射 科  医 疗 器 械

04.16-19 ⽇本医学放射学会总会(第85回) 横滨 06.04-06 ⽇本医疗器械学会⼤会(第101回) 千叶

05.21-23 ⽇本IVR学会总会(第55回) 熊本 06.06-06 ⽇本⽣物医学⼯程学会⼤会(第65回) 仙台

10.16-18 ⽇本磁共振医学会⼤会(第54回) ⿅⼉岛  医 疗 经 营

11.19-21 ⽇本核医学会学術总会(第66回) 姬路 10.24-25 ⽇本医疗・病院管理学会学術总会(第64回) 下野

 前 沿 医 学 11.12-15 ⽇本医疗情報学会学术⼤会(第27回) 札幌

09.10-12 ⽇本移植学会总会(第61回) 东京  ⾏ 政 、 制 度

10.03-04 ⽇本激光医学会总会(第47回) 东京 2026.10(预计) ⽇本保险医学会定時总会（第122回） 未定

11.03-05 ⽇本⼈⼯脏器学会学术会议(第回) 盛冈  遗 传 学

11.18-21 ⽇本⼈类遗传学会学术会议(第回) 仙台 07.10-07.11 ⽇本遗传学診療学会⼤会(第33回) 福冈

12.01-12.04 ⽇本⽣化学会学术会议(第99回) 横滨  营 养 学

2027.03(预计) ⽇本再⽣医疗学会总会(第26回) 未定 05.15-17 ⽇本营养学・粮⻝学会⼤会(第80回) ⾼松

 急 救 医 疗
2027.01.30-
02.01 ⽇本病态营养学学会年次学术会议(第30回) 京都

10.27-29 ⽇本急救医学会总会・学术会议(第54回) ⻓崎 2027.02.13-14 ⽇本营养学治疗学会学术会议(第42回) 横滨

2027.03.18-20 ⽇本灾害医学会学术会议(第32回) 札幌  ⽣ 理 学

2027.05.12-14 ⽇本集中治疗医学会学术会议(第54回) 京都 2027.03(预计) ⽇本解剖学会学术会议(第132回) 未定

 东 ⽅ 医 学 2027.03.27-29 ⽇本⽣理学会⼤会(第104回) ⼴岛

06.12-14 ⽇本东⽅医学会学術总会(第76回) 富⼭  ⼝ 腔 科

 ⽼ 年 医 学 · 护 理 04.16-18 ⽇本⼝腔科学会学术会议(第80回) 新潟

4.18 ⽇本⽼年脑神经外科学会(第39回) ⽶⼦  综 合

06.11-13 ⽇本⽼年医学会学术会议(第68回) 神⼾ 06.10-12 ⽇本法医学会学术会议(第110回) 旭川

 临 终 关 怀 07.31-08.02 ⽇本医学教育学会学术⼤会(第58回) 富⼭

06.19-20 ⽇本缓和医疗学会学术⼤会(第31回) 福冈 09.05-06 ⽇本医史学会总会・学术⼤会(第127回) 横滨

■2026年度日本医学学术会议信息
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　　日立迧新技术的医疗健康事业在提供从诊断到治疗的广泛产品线的同时迸辿在全球范围内提
供利用数据的数字医疗等服务。作为代表性产品迸迾括能够实现迧质迕、迧效率诊断的生迿学与
免疫分析设备迸以及能够减轻患者在治疗辽程中身体负担的粒子线、X射线等放射治疗系统。迅
辽迁些产品与技术迸公司持续挑战支撑医疗整体优迿的医疗健康创新的创生迸致力于实现輜与医
务人员一起为患者带来笑容輝以及輜实现一个无迡恐惧癌症的社会輝。

　　其中迸在中国的产品提供已有30年以上的历史迸截至目前迸生迿学分析设备和检体检迥自动
迿系统已累计交付超辽10,000台迶截至2026年3月迷。

　　目前迸公司在上海市设有迖售与服务据点迸在苏州市和大迃市设有开发与制迉据点迸开展业
务迸并将继续推迂在中国的业务扩大。

　　此外迸本公司辿积极推迂为可持续地球环境作出贡献的相关举措。在制迉据点迸迅辽导入太
还能发电设备推迂碳中和相关举措迸同时开展植树活动以及还澄湖周边的清扫活动迸以提升员工
的环境保护意识迸并持续开展作为企业社会责任的环境保护相关实这行动。
　

　　今后迸公司也将迅辽数字技术与创新迸继续为中国临床检迥与医疗的迂一步发展作出贡献。

环境保护活动
日立仪器迶苏州迷有进公司开展地区环境保护活动輖日立迧新技术

　日立ハイテクのヘルスケア事業は診断から治療までの幅広い製品ラインナップに加え、データを活用したデジタル
ヘルスケア等をグローバルに提供しています。代表的なものとして、高品質・高効率な診断を可能にする生化学・免
疫分析装置、患者の治療中の身体への負担を軽減する粒子線・X線などの放射線治療システムがあります。こうし
た製品・技術を通じて、医療全体の最適化を支えるヘルスケア・イノベーションの創生に挑戦し、「医療従事者ととも
に患者さんに笑顔を」「がんを恐れることのない社会の実現」をめざしています。

　その中で中国への製品提供は30年以上の歴史を持ち、これまでに生化学分析装置、検体検査自動化システムは
累計10,000台以上を納入しています。 (26年3月現在)

　現在は上海市に販売・サービス拠点を、蘇州市と大連市には開発・製造拠点を設けており、今後も中国における
事業拡大を進めていきます。

　また弊社では、持続可能な地球環境への貢献の一環として、製造拠点におけるカーボンニュートラルに向けた太
陽光発電設備の導入のほか、植樹活動や陽澄湖周辺での清掃活動などを行っています。これらの取り組みを通じ
て、従業員の環境保護意識の向上を図るとともに、企業の社会的責任の環境保護に継続的に取り組んでいます。

　今後も、デジタル技術とイノベーションを通じて、中国における臨床検査・医療の更なる発展に貢献していきます。

環境保護活動
日立儀器（蘇州）有限公司が、地域環境保全活動を実施 : 日立ハイテク

会员企业介绍／会員企業紹介
株式会社日立高新技术
株式会社日立ハイテク

日立诊断产品迶上海迷有进公司

/
日立診断産品(上海)有限公司

日立仪器迶苏州迷有进公司

/
日立儀器(蘇州)有限公司

日立仪器迶大迃迷有进公司  

/
日立儀器(大連)有限公司
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